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　本ディスカッション・ペーパー『装いと規範３─「伝統」と「ナショナル」を問い直す』

（CIRAS Discussion Paper No. 95、2020年）は、ワークショップ「装いと規範」第３回（2020

年２月10日、京都大学稲盛財団記念館にて開催）の記録を基にしたものである。このワー

クショップは新学術領域研究（領域提案型）「グローバル秩序の溶解と新しい危機を超え

て─関係性中心の融合型人文社会科学の確立」（「グローバル関係学」、領域代表：酒井

啓子、千葉大学）の計画研究B 01「規範とアイデンティティ─社会的紐帯とナショナリ

ズムの間」（研究代表者：酒井啓子）主催、京都大学東南アジア地域研究研究所CIRAS共

同利用・共同研究課題「中央ユーラシアのムスリム地域社会における家族と規範─中

東との比較分析」（代表：磯貝真澄、東北大学）共催により実施された。

　ワークショップ「装いと規範」は、2018年２月10日開催の第１回（成果として帯谷知可・ 

後藤絵美編『装いと規範─現代におけるムスリム女性の選択とその行方』CIRAS 

Discussion Paper No. 80を2018年３月に刊行）、2019年２月９日開催の第２回（成果

として帯谷知可・後藤絵美編『装いと規範２─更新される伝統とその継承』CIRAS 

Discussion Paper No. 85を2019年３月に刊行）に続き、３回目を迎えることができた。

今回のワークショップにおいても、「装いは、価値観や信念、思想、規範など、目には見え

ないものを映し出す鏡である。その時々のファッション（流行の装い）に目を向けたとき、

我々は、それぞれの時代の人々が、どのような美意識を持ち、何を大切にしていたのか、

そして、どのような枠組みの中に生きていたのか、その一端を知ることができる」という

当初からの視座を継承した。世界各地の事例を通じて、装いから何が見えてくるのか、そ

こにおいて「現代」 「国家」 「イデオロギー」がどのような意味をもちうるのかという問題

意識のもと、従来の出発点であったムスリム世界への関心からさらに日本を含む東アジ

アと南アジアの事例へと目を向けることとなった。

　報告者として劉玲芳（大阪大学）、小形道正（京都服飾文化研究財団）、杉本星子（京都文

教大学）の３氏を迎えた。コメンテーターは貴志俊彦（京都大学）、森理恵（日本女子大学）、

帯谷知可（京都大学）の３名、総合司会は後藤絵美（東京大学）が務めた。当日のプログラ

ムについては本書49ページをご覧いただきたい。以下に各報告について簡略に紹介して

おく。

　第一報告、劉玲芳「アジアにおける学生服─日本・中国・シンガポールを中心に」は、

20世紀初頭の中国の男性服の中で実態の明らかでなかった「学生装」（学生服）に焦点を

当て、この学生装と当時の日本の学生服がほぼ同様の形状のものであること、それは日

序言
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本を模倣した学校制度の近代化の中で体操科目の導入に伴って清朝末期の新型小学校で

体操着として着用され始めたこと、やがてそれが中国国内で男子制服として指定される

ようになったことを明らかにしている。さらに、華僑のネットワークを通じた東南アジ

アへの伝播にも着目し、シンガポールの事例に言及している。

　第二報告、小形道正「衣服をめぐる人間との関係─現代社会における和服の変容よ

り」は、社会学の立場から、戦前期から現代に至るまでの和服（着物）の変容を人間との関

係において論じるものである。生活着としての着物（作られる着物）は、盛装・正装とし

ての着物（1960年代以降は「女性の幸福」を象徴する、1970年代半ば以降は芸術作品のよ

うに鑑賞する、購入し所有する欲望の対象としての着物）へ、さらに現代においてはもは

や規範無用のコスプレとしての着物（変身の欲望を体現する借りモノとしての着物）へ

と変化したとの見解を提示している。

　第三報告、杉本星子「グローバル経済とナショナル・ドレスのファッション・トレンド

─インド・ウエスタンとGIプロダクト・サリーをめぐって」は、インドのナショナル・

ドレスとしてのサリーの変遷を政治・経済・文化の相互作用の中で通時的に描き、グロー

バリゼーションのなかで生まれた最新トレンドとして、「インド×西洋」のインド・ウエ

スタン・サリーやフュージョン・サリー、「インド×イスラーム」のヒジャーブ・サリーな

どが紹介される。現代においてグローバル空間と多民族・多文化なナショナル空間は通

底しており、アイデンティティの表象としてのエスニック・ドレスがナショナルをすり

抜けてグローバル空間へ容易につながるという重要な指摘がなされている。

　三つの報告は、異なる地域の事例を扱い、また、それぞれ歴史学、社会学、人類学とい

う方法論の違いもあったが、いずれも、「伝統」的な装いや「ナショナル」な装いという前

提を問い直すという点で共通していた。さらに、伝統を問い、ナショナルを超えたグロー

バルな関係性を見出そうとした過去２回のワークショップでの議論との接点も見えて

きた。コメントおよびディスカッションを通じて明らかになったように、装いと規範を

めぐる考察においては、政治・経済・文化・技術といった様々な側面に目配りをし、それ

らの相互作用の中で分析を行うことが重要である。「伝統」的な、あるいは「ナショナル」

な装いの更新や変容については、つねに、そして繰り返し、問い続け、問い直す必要があ

る。それらは今日において、国家や地域の内に閉じたものではなく、グローバルな市場や

運動と容易に結びつくものであり、その点に関して参加者が意識を共有しえたと実感し

ている。さらに、議論の中から、興味深い通地域的なテーマとして「制服」が浮かび上がっ

てきた。それは、規範とは切り離しえないものであり、さらに今後の議論を深める際の入
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り口になるのかもしれないと思われた。

　本ディスカッション・ペーパーは、新学術領域研究（領域提案型）「グローバル秩序の溶

解と新しい危機を超えて─関係性中心の融合型人文社会科学の確立」（「グローバル関

係学」、領域代表：酒井啓子、千葉大学法政経学部教授、研究課題／領域番号1801）計画研

究B01「規範とアイデンティティ─社会的紐帯とナショナリズムの間」（研究代表者：酒

井啓子、研究課題／領域番号16H06549）の2019年度の成果の一部として刊行するもの

である。

帯谷 知可・後藤 絵美
2020年3月
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研究の背景と目的

　報告者は博士論文において、日本と中国双方の近
代における服装の交流について研究しました。その
なかで「学生服」という男性の服装が一つのキーワー
ドとして出てきて、これを通じて日中の男性の交流
が盛んに行われていたことがわかりました。今回の
報告では、その博士論文の一部から発展させた内容
について紹介します。
　まず、中国人男性の服装について簡単に説明しま
す。中華民国時代の男性の主な服装が３種類あると、
これまでの中国の服装史のなかでよく言われていま
す。具体的に言えば、長袍馬褂というワンピースのよ
うなものが中国人の伝統の服装で、もう一つが洋服、
そして中山装という三つの服装が、中華民国時代の
男性の服装だと服装史のなかでは言われてきました

（資料１－１）。
　一方、先行研究では、この三つの服装以外に「学生
装」という言葉が出てきます。それについて紹介した

資料もありましたが、その内容は簡略的かつ曖昧な
記述ばかりでした。それらの記述の中に、「学生装は
日本の服装の影響を受けて中国に伝わってきた服装
だ」という説がありましたが、中国側の学生装と日本
の学生服とが同じものだと証明する根拠はまったく
ありませんでした。さらに、学生服が中国に伝わって
きた経緯についても、これまでの資料のなかでは不
明でした。また、なぜ日本の学生服が中国本土に現れ
たのか、その理由について言及した先行研究もほぼ
見当たりませんでした。
　そのため、こうした疑問を解消するために調査を
行い、「中国における学生服の誕生と変遷」という論
文を2018年に発表しました。本日は、報告者自身の
これまでの研究内容を踏まえて、20世紀初頭におい
て、アジア─主に日本、中国、シンガポール─の 
なかで学生服がどのように展開してきたのか、その
展開のルートや実態を明らかにしたいと思います。

1．学生服の由来

　まずは日本の学生服の由来について簡単に紹介
します。学生服は、周知のように、日本人男子学生が
着用する制服です。1879年ごろに、男子学生の制服
として採用し始めた学習院の学生服は、プロシアの
軍服をもとに考案されたと言われています。それは
詰襟、五つボタン、箱ポケット、雨蓋（フラップ）ポ
ケットつきの上衣と長ズボンというスタイルでした。
1886年には東京大学が、詰襟、金ボタンの制服と制
帽を定めることによって、資料１－２に示したような
形の学生服が日本全国に広まることになりました。
　他に、日本の学生服は、学校によって学生服の形も
色も若干違います。通常は、夏は白あるいは鼠色、冬
は紺色もしくは黒色を学生に着用させることが多
かったです（資料１－３）。このような学生服に関す
る色の文化は中国やシンガポールに影響を与えてい
くことは後の話になります。

アジアにおける学生服
日本・中国・シンガポールを中心に

劉 玲芳 大阪大学日本語日本文化教育センター 特任助教

資料１－１　中華民国男性の三種の服装
─長袍馬褂〈左〉／洋服〈中央〉／中山装〈右〉

出典：	中山装姿の孫文……袁仄・胡月（2010）『百年衣裳』三聯書店、115頁、
長袍馬褂および洋服の男性……廖軍・許星（2009）『中国服飾百年』
上海文化出版社、69、89頁

ใ̍ࠂ
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２．中国における「学生服」

　前述したように、一般的に、中華民国時代の男性の
服装には、長袍馬褂、洋服、中山装の三種類があると
言われています。ところが、それ以外に、日本の「学
生服」に似ているような言葉、つまり「学生装」が出
現した経緯があります。20世紀初頭の中国には、当
時の新聞記事や文学作品に「学生装」というキーワー
ドがしばしば見られます。ところが、中国の「学生装」
と日本の「学生服」とがまったく同じものなのかにつ
いては、研究を始めた当初は報告者はたいへん疑問
に思っていました。そこで「学生装」と「学生服」とが
同じものであるかどうかを検証するために、さまざ
まな資料を集めて調べました。
　たとえば、張競生という北京大学の教員で、当時

「性科学の博士」として話題になった人物が書いた
『美的人生観』１）という本の「学生装」についての文章
の訳をご覧ください。「学生装の別称は、操衣服、つ
まり操衣のことである。『軍人装』とも呼ばれている

ものである。具体的には、詰襟の上着にズボンと合わ
せて着たり、寒くなったときに、上着を羽織って着た
りするもののようである」という一文が見られます。
簡単にまとめますと、「学生装」には二つの意味があ
ります。一つは、体操するときの体操着、つまり「操
衣服」のことです。もう一つは、「軍人装」とも呼ばれ
ているものなので、軍服のような要素が含まれてい
ることを示していると考えられます。
　もう一つの例は、中国の有名な作家である魯迅が
1932年に書いた、『世界日報』の教育コラムに掲載さ
れているエッセイです２）。「学生装」に関する一文を
見てみますと、「操衣は学生たちが体操をするときに
着る服装である。しかし、学生たちはうやむやのう
ちに体操の練習をしなくなり、軍服姿の写真だけが
残っている」と記されています。ここでの軍服姿とい
うのは体操着姿のことです。
　そこで、操衣がどういう形なのか、実際に調べてみま
した。1919年ごろに出版された『日用百科全書』シリー
ズの「第三十六編　衣服」の中に、中国の操衣、いわゆ
る体操着の作り方の図版が載っています（資料１－４）。

資料１－２　東京大学の制服
出典：難波知子（2016）『近代日本学校制服図録』創元社、19-20頁

資料１－３　旧制中学校の学生の制服姿（３月頃）
出典：難波知子（2016）『近代日本学校制服図録』創元社、46頁

１） 張競生『美的人生観』（1925）。

２）魯迅「今春的両種感想」 『世界日報』（1932年11月30日付）。

資料１－４　中国の操衣『第三十六編 衣服』（1919）
出典：『日用百科全書』商務印書館、11-12頁
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大まかに見ると、中国の操衣は明らかにスーツや背
広などの洋服ではないことがわかります。日本の学
生服とまったく同じものだとは言えませんが、だい
たいの形が日本の学生服と似ていると思います。そ
れに、操衣の襟の部分は日本の学生服と同じような
詰襟です。ただ、ボタンが学生服の五つボタンより一
つ少ないことが図でわかります。
　さらには、中国の「学生装」と日本の「学生服」とが
どのような関係なのかについて論じた直接の資料を
見つけました。それは1932年の『申報』に掲載され
た記事です３）。記事の内容は下記のようになります。

「学生装は軍服から変わってきたものである。日本の
明治維新後、日本人は軍服を着慣れ、和服より便利だ
と意識した。そこで、退役してからも他の生地を使
用して、軍服を模した服を着ていた。経済的な理由で、
多くの学生は、退役軍人が着用する服を着るように
なった」。一見すると、「学生装」という衣服の由来に
ついて紹介しているが、中国のことを言っているの
か、それとも日本のことを言っているのかはかわか
りづらいかもしれません。ところが、文脈から分かる
ように、当時の中国人が使用していた「学生装」とい
う言葉と「学生服」は同じものであり、本来は日本人
の衣服を指していたことがわかります。要するに、中
国の「学生装」は日本の「学生服」と同じように思わ
れたので、ここでは「学生服」という言葉を使わずに、

「学生装」をそのまま使っていることがわかります。
　ここまで紹介してきたいくつかの文学作品や新聞
記事の内容をまとめると、中国側で20世紀初頭に使
われている「学生装」という言葉は、日本側の「学生

服」とほぼ同じだと考えられます。その特徴として
は、一つは操衣、つまり体操するときに着る体操着で
あったということ、もう一つは軍服の要素があると
いうことです。

３．「学生服」伝来の経緯

　この二つの特徴がわかったうえで、学生服がいっ
たいどのように日本から中国に伝わってきたのかに
ついて見ます。先ほど述べたように、中国の学生服
の二つの特徴には、体操するときに着る服装、つま
り「操衣」というキーワードが出てきました。そこで、
体操と中国の学生装と何らかの関わりがあるのでは
ないかと考えて、調べてみました。
　日清戦争後、日本に負けた中国は大量の留学生を
日本に派遣したり、日本からたくさんの教員を招聘
したりして、日本の近代教育制度を学ぼうとしまし
た。そのような風潮のなかで体操が、近代教育の一つ
の重要な科目として中国で導入されていきます。一
つ注目すべき現象として、当時は、多くの日本の体操
関係の書籍が中国で翻訳されていました。中国の研
究者の研究結果によると、1890年から1910年の間に、
中国で出版された体操関係の教科書（外国語翻訳書
や中国人編著の両方を含む）は88冊ありました。そ
のうち日本語の本がそのまま翻訳されたものと、日
本の影響を受けて編纂されたものをまとめると合計
40冊があり、半分ぐらいになります。
　40冊の翻訳書には、実際にどのようなものがあっ
たのかを具体的に調べて、報告者は資料１－５のよう

資料１－５　普通体操の書物に関する翻訳
出版年 タイトル 訳者（出版社） 底本
1900初版 『日本普通体操学』

（1903年1月初版、8月再版、1906
年3月三版、4月四版）

王肇鋐
（六芸書局）

『普通体操法』 坪井玄道、田中盛業 編 （大日本図書、 1898）

1903 『蒙学体操教科書』
（最初の正式の小学校体育教科書）

丁錦
（上海文明書局）

『小学普通体操法』（坪井玄道、田中盛業編、1884）

凡例による『新撰體操書』ジョールジ・エ・リーランド 編［他］ 
（体操伝習所、1882）、『新制体操法』 （体操伝習所、 1882）

1903 『高等小学遊戯法教科書』 董瑞椿、徐勤業
（上海文明書局）

『新案遊戯法』 山本武 編（松村九兵衛出版、1897）  

1903 『普通体操法』
（学部認定　中学校教科書）

作新社 『新撰體操書』 ジョールジ・エ・リーランド 編［他］（体操伝習
所、1882）、『新制体操法』 （体操伝習所、1882）

1906 『新撰小学体操法』
（学部認定　小学校教科書）、1907
年再版

李春醲
（上海昌明公司）

『新撰小学校体操法』
川瀬元九郎、手島儀太郎 編（大日本図書、1904）

1907 『新撰高等学校体操教科書』 金匱、蔡雲編訳
（上海文明書局）

『新撰小学校体操法』
「第三篇　高等小学校教程」川瀬元九郎、手島儀太郎 編（大日
本図書、1904）

３） 程鵬「答改良社会討論会」 『申報』（1932年8月１日付）第19頁。
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なリストを作りました。このなかでもっとも重要なの
は、1903年の『蒙学体操教科書』です。こちらは丁錦
という中国人が翻訳したものですが、この本の底本
は、日本近代の最初の体育教員と言われる坪井玄道
が編纂した『小学普通体操法』です。この『蒙学体操
教科書』は、中国で最初の正式な小学校体育教科書と
して位置付けられています。1903年から1906年ま
での間に多くの学校で使われ、９回ほど再版されて
います。その他に、日本の体操教科書を底本とした重
要な中国の体操本には、1903年に出版された、学部
認定の中学校教科書である『普通体操法』とか、1906
年に出版された『新撰小学体操法』などもあります。
　『蒙学体操教科書』は、中国で最初に出た体操に関す
る書物ではないですが、影響力はもっとも大きかった
ものです。この『蒙学体操教科書』と、底本である日
本語の『普通体操法』とを比較してみると、文字の内
容はほぼ同じで、そのまま中国語に翻訳してありま
す。興味深い点として、日本の底本ではシャツにズボ
ンという図だったものが、中国の翻訳書になると軍
服のような服装の図になっていて、これは翻訳者の
丁錦あるいは出版社が意図的に変えたものだという

ことがわかりました（資料１－６）。
　それ以外に、1904年に出版された『日本初等小学
体操教科書』の図にも、軍服に近いような特徴が見ら
れます（資料１－７）。『漢訳日本改正普通体操教科書』

（資料１－８）も同様です。中国の伝統的な服装でも
なく、洋服でもなく、軍服に近く、学生服に近い服装
が見られます。ここまで見てきた事例は、いずれも中
国の民間人や民間組織が編纂あるいは翻訳した本の
中の図です。
　しかし、清朝の政府として、文部科学省のような
トップの教育組織が編纂した体操教科書の中では、
図版の中のキャラクターは、学生服のようなもので
はなくて、中国の伝統的な民族式の服装を身に纏っ
ていることがわかります。しかも、彼らの髪型も弁髪
です（資料１－９）。
　さて、実際に、清朝末期の中国人が、どのような学
生服を着ていたのかを写真で見ます。資料１－10に
示したのは、西安の新型小学校の生徒の体操の様子
です。ここでの服装は学生服のような形で、帽子もか
ぶっています。ただ、中国の伝統的な靴を履いてい
ます。子どもたちには、まだ弁髪が見られます。資料

資料１－６　事例１ 普通体操教科書に登場した軍服
資料１－７　事例２『日本初等小学体操教科書』（1906）
鄭憲成（孫文が創設した東京青山革命軍事学校にて留学）、	新民書局、

1904年初版、1906年再版

『蒙学体操教科書』
（中国の翻訳本、1903）

	『小学普通体操法』（上巻）
（日本の原本、1884）

資料１－８　事例３
 陳永栄『漢訳日本改正普通体操教科書』

第４技 第２教　第１技

資料１－９　学部編『初等小学体操教授書』（1907）
唯一公式の体操教科書

第85図 第83図
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１－11の1904年ごろの現在の河北省にある小学校
の記念写真も、先ほどの体操教科書にかなり近い学
生服を着ています。一番前の一列に座っている人た
ちは、地方の官僚や学校の教育関係者ですが、この人
たちが着ているのは清朝の伝統的な服装です。他に、
1907年頃、現在の天津の高等小学校の教員と学生た
ちの記念写真を見ても、だいたい同じです。学生たち
は学生服を着ており、制帽もかぶっています。教員や
他の学校関係者はみな伝統服です。
　資料１－12の現在の河北省にある高等小学校の集
合写真を見ると、これまで見てきた写真と、学生たち
の服装はだいたい同じですが、若干違いがあります。
中国の伝統的な紐ボタン式の服装と、通常のボタン
式の両方が見られます。しかも、資料１－12の中の学
生たちは前述した軍帽風の帽子ではなく、中国の伝
統的な帽子をかぶっていることが見てとれます。そ
こで、中国に現れた学生服は学校や地域によって異
なり、さまざまなスタイルやコーディネートが存在
していたことがわかります。
　ここまで資料を見てくると、近代日本の学制を模
倣していた中国では、学生服を導入するきっかけは
体操と体操着の導入だったことがわかります。つま
り、清朝末期の新しい小学校の体操着として着られ
ていたものが学生服の原型だといえます。一方で、伝
統式の書院のような学校であれば、長袍馬褂のよう
な伝統服が主流でした。

４．体操着から学校制服へ

　次に、体操着からどうやって学生服になっていっ
たのか、その変遷の過程を見ます。じつは1905年の

『申報』には、有力な教育関係者が学生の服制につい

て、清政府に提案した記事が掲載されています。その
なかでは、「軍事（武）を学ぶ学生は常に操衣を着るこ
とができ、文を学ぶ学生は体育をするときのみ操衣
の着用が許される。それ以外の時間は、儀式を行う
ときは必ず、軍事（武）を学ぶ学生も文を学ぶ学生も、
全員が長袍馬褂を着用することが必須である」と主
張されています。
　なぜこのような記事が書かれたのかと言いますと、
軍事（武）あるいは文を問わず、当時の新型の学校で
は、たくさんの学生たちは操衣を愛用していたから
です。しかし、大量の学生たちが操衣を着てみたいと
考える現象が起こってきて、清朝の服制の基盤が動
揺する恐れが生じたのだと考えられます。当時、学生
はまだ特殊なグループとしては見られておらず、特
定の軍事関係の学生や、特定の運動時間以外には、一
般の学生の服装は他の中国人の服装とほとんど変わ
りがなく、みんな長袍馬褂でした。
　たとえば民国の初期には、資料１－13の写真のよ
うに、学生たちは白の長袍を着ています。ワンピース
のような１枚の服です。ところが新型学校になると、

資料１－11　1904年頃の武安県高等小学校
（現・河北省）の記念写真

中国国家博物館蔵

資料１－10　清朝末期、西安の新式小学校の生徒、
体操中の様子
復刻版、個人蔵

資料１－12　清末、粛寧県（現・河北省）高等小学堂
官師学生集合写真
復刻版、個人蔵
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資料１－14は福建省にある小学校の写真ですが、学
生たちは全員学生服のような服を着ていて、大人の
教員たちは伝統服の長袍馬褂を着ています。学校に
よって違うのですが、学生たちの服がばらばらの場
合もあれば、学生が全員同じ制服を着る場合もあり
ました（資料１－15）。
　ここまで見てきたのは清朝末期のころの新型学
校の状況で、記念写真では全員が学生服を着ていま
したが、そのときはまだ学校の制服として認められ
ていませんでした。学生服が実際に新型学校で制
服として認められたのは、中華民国以降のことです。
1911年に辛亥革命が起こって清朝が倒れて、新たに
中華民国が成立しました。中華民国政府は全国民向
けに新しい服制を発布して、そのなかに学生向けの
制服の規定もありました。具体的な内容は、1912年9
月9日付の『大公報』に掲載された『学校制服規程』に
見られます。ただし、いまのところ小学校の服装規定
はまだ見つかっておらず、高等小学校以上の学生の
服装規定を資料１－16として載せておきます。
　具体的に見ますと、男性も女性も、制服の形は、そ
れまで一般的に使われている操衣、体操着と同じで

す。冬は黒あるいは紺色、夏は白あるいは灰色という
色の規定も細かく決められました。色に関するルー
ルという点から、中国の学生服は日本の学生服とほ
ぼ一致していることが分かります。
　実際に中華民国時代の学生服に、どのようなかた
ちがあったのかを見ます。たとえば1913年春に撮影
された、現在の江蘇省にある小学校の集合写真があ
ります（資料１－17）。それを見ると、学生全員が同じ
ようなかたちの学生服を着ています。学生服の色は

資料１－14　1906年頃益聞社高等小学校
（現・福建省）の記念写真
ハーバード大学図書館蔵

資料１－13　慈渓城立中城初高小学（民国初期）
復刻版、個人蔵

資料１－15　清末、隆平県（現・河北省）高等小学堂
復刻版、個人蔵

資料１－16　「学校制服規程」（1912年9月9日）
第一条　男女学生制服

甲 男女学生制服形式與通用之操服同

乙 寒季制服用黒色或藍色

丙
暑季制服用白色或灰色
前両項制服一校中不得用両色

丁
制帽形式與通用之操帽同　寒季用黒色暑季頂加白套或
用本國自製草帽　靴鞋亦用本國製造品
前項制帽　靴鞋一校中不得用両色

戊 各学校得特製帽章頒給学生綴於帽前以為徽識

己 大学学生制帽得由各大学特定形式但須呈報教育総長

出典：『大公報』第3628号、第19頁

資料１－17　1913（民国2）年春季
江蘇宜興県立東坡高等小学校（現・江蘇省）

復刻版、個人蔵
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恐らく黒でしょう。
　現在の広東省で1915年９月に撮影された、郊外で
小学生の兵式体操の訓練をしている写真（資料１－
18）を見ると、全員が白の学生服を着ています。また、
1920年の春に、福建省の小学校で撮影された写真を
見ると、この学校の場合は他の学校と違って、後ろの
一列の学生たちは白の学生服で、前の学生たちはほ
ぼ黒の学生服です。つまり、同じ学校の中で、白と黒
の学生服を同時に着用している事例があったわけで
す。そして、1921年７月に撮影された安徽省にある
学校の写真（資料１－19）を見ると、学生服姿と伝統
服姿の学生の写真が同じ学校の中でも見られました。
要するに、学生服と伝統服の両方が同時に同じ学校
の中で存在していたことがわかりました。
　ようやく、学生服が正式な制服として認められる
日がやってきました。1929年４月20日に、小学校、
中学校、大学まで、学生の制服に関する規定が正式に
発表されました。そのなかに資料１－20に示した図
も載せられていて、どんな服装なのかがよくわかり
ます。ズボンと襟の部分が変わって、たとえば小学校
は、左の図のとおり、長ズボンではなく半ズボンです。

しかも夏用の学生服の襟は、詰め襟ではありません。
中等学校の図は、ズボンが変わって半ズボンです。大
学生の場合は日本の学生服とほぼ同じかたちで、長
ズボンで詰め襟です。ボタンも五つあります。
　中国本土での変遷過程を見てきて、どういうこと
がわかるかと言いますと、体操の導入にともなって、
中国本土では、学生服を体操着として、清朝末期の新
型学校に導入したということです。ただ、清末頃の学
生服はあくまでも体操をするときの服装で、学生の
制服ではありませんでした。正式に学生の制服とし
て認められたのは、じつは中華民国以降のことにな
ります。

５.シンガポールにおける学生服の実態

　最後に、シンガポールにおいて学生服がどのよう
に導入されて、どのように学生に着用されていった
のかを見ていきたいと思います。
　まず簡単にシンガポールの華僑についてお話しし
ます。15世紀以来、たくさんの中国人がシンガポー
ルに移民をし始めました。とくにアヘン戦争後の50

資料１－18　潮州普寧黄都高等小学校野外演習
密集射撃撮影1915（民国４）年9月（現・広東省）

復刻版、個人蔵

資料１－19　1921（民国10）年7月　
廬江県宛氏私立成義高等小学校（現・安徽省）

復刻版、個人蔵

資料１－20　『学生制服規程』（1929年4月20日、中華民国教育部発布）
出典：中華民國教育部參事處（1936）『教育法令彙編』（第1輯）商務印書館、94-95頁

小学校男子学生の制服 中等学校男子学生の制服 大学男子学生の制服
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年から60年の間、シンガポールに移民した中国人は
数十万にのぼります。当時は、現代のような学校では
なく、書院、塾のような伝統の教育システムがあって、
中国本土と同じように四書五経を中心に教えていま
した。
　1905年に、中国本土では清政府が科挙制度を廃止
しました。つまり伝統的な書院で四書五経を学んで
科挙試験に通って出世することはもうできなくなり
ます。そこで、伝統的な教育システムの変更にとも
なって、シンガポールにおいても変化が起きました。
　一つの事例として、1906年に創立された端蒙学校
を取り上げます。これは広東省の潮州人たちによっ
てつくられた学校です。創設のきっかけは、中国の清
朝で軍政と民政の両方を統括する官僚が派遣した劉
徵君から「中国本土のように新しい小学校を作りま
しょう」という提案があったので、創設者たちと協議
して端蒙学校が作られたと言われています。当初は
教員わずか２名で、初等（尋常）小学校の学生は60名
しかいませんでした。
　端蒙学校の歴史を簡単に振り返ります（資料１－
21）。1906年に学校が設立されて、徐々に大きくなっ
ていきますが、1928年ごろまでには600人以上の規

模になりました。この学校の記念誌には、毎年の学
校の卒業生の記念写真がたくさん載せられていま
す。１回目の卒業生の写真（資料１－22）を見ますと、
1911年12月に高等小学校の卒業生が８名いて、尋
常小学校の卒業生が18名いました。この集合写真は、
卒業生だけではなく、学生全員の記念写真です。見て
みますと、学生全員が同じ学生服を着ていることが
わかります。後ろには清国を象徴する龍の旗も見ら
れます。真ん中の後ろの部分を見てみますと、大人た
ち、学校の教員やシンガポール現地の官僚たちは、清
朝の伝統服の漢服を着ています。清朝の官僚の身分
を示す帽子もかぶっています。
　端蒙学校の卒業生の写真や、学生の記念写真を集
めてきて調べたところ、４回目の卒業生のときもそ
うですが、学生さんは白の学生服を着ています（資料
１－23）。1917年もほぼ同じです。学校の教育関係者
たちも伝統服か洋服を着ますが、ときには教員も学
生服を着る場合があります。その点についてはまだ
調べていないので何も言えませんが、学生たちはだ
いたい白の学生服を着ています。６回目の卒業生も
そうです。
　1925年になると、学生服を着る学生がもちろん主

資料１－21　端蒙学校の校史　　　　　　　　　　　　　　　ʪࢿྉʹ͖ͮجචऀ࡞ʫ
年代 教員数 学生数 学生種類

1906（清光緒32年） 2 60 全員初級
1907（清光緒33年） 6 146 うち高級予備生36名
1910（宣統2年） 7 152 うち高等生21名
1912（民国元年） 不明 185 うち高等生20名
1914（民国3年） 不明 190 うち高等生26名
1916（民国5年） 不明 265 うち高等生21名
1919（民国8年） 10 276
1920（民国9年） 11 328
1922（民国11年） 12 385
1924（民国13年） 14 477
1925（民国14年） 14 498
1928（民国17年） 26 600人以上

参考資料：『端蒙学二十五周年記念刊』（1931年）、1-6頁

資料１－22　端蒙学校初高等学生卒業写真（第１回） 1911年12月
出典：『新嘉坡端蒙学校三十周年記念刊』1936年、口絵写真

資料１－23　端蒙学校初高等学生卒業写真（第４回） 
1915年12月高等・６名、初等・17名
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流ですが、洋服姿の学生も見られるようになりまし
た。たとえば1925年の写真（資料１－24）では、一番
前の一列に座っている学生たちのうち、７人ぐらい
は洋服を着ています。ネクタイを着けている学生も
見られます。さらに1932年の写真では、前の学生も
後ろの学生も全員洋服です。
　学生服以外に、徐々に洋服化していく学生も多く
なってきたので、端蒙学校は1933年の３月に、学生
服に関する規定（資料１－25）を発布しました。その
なかで、「男性は必ず詰襟の白の学生服を着ないと
いけない」という規定を決めました。それ以降は、全

員洋服から白の学生服に戻りました。1935年の写真
（資料１－26）では全員が白の学生服です。1936年も
全員が白の学生服です。
　端蒙学校は一例ですが、シンガポールにおいて他
の華僑が設立した学校がどうだったのかを見ると、
端蒙学校とほぼ同じころ、1907年に創立された道南
学堂では、全員黒の学生服を着ています（資料１－
27）。部分拡大して見ますと、帽子もかぶって、学生
服を着ています。道南学堂の場合は、1925年ごろの
卒業生の写真（資料１－28）では、洋服を着ている学
生も見られますが、だいたいの学生は学生服を着て

資料１－24　端蒙学校初高等学生卒業写真 
1925年初等（第13、14回）、高等（第12回）

資料１－25　学生服に関する規定　　

1933（中華民国22）年3月

　規定学生制服及徽章。
　男生一律改装企領白色学生装、
　女生一律穿白衫黒裙、
　布料以採用国貨為原則
　徽章図案、特請本坡美術家張汝器先生絵就、
　即定製採用。

出典：李谷僧、林国璋編『新嘉坡端蒙学校三十周年記念刊』1936年、31頁
資料１－26　端蒙学校初高等学生卒業写真　1935年

高等（第29回）・16名

資料１－27　道南学堂（1907年頃創立） 〈左は部分拡大〉
出典：『新嘉坡道南学校一覧』（1932）、口絵写真
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います。教室内の様子がわかる写真（資料１－29）も
ありますが、洋服ではなく、学生服のような服装を着
ています。資料１－30は1931年の道南学堂の卒業生
の写真です。同じ学校の中で若干かたちが違います
が、男性たちは白の学生服を着ています。
　他に、1905年に創立された養正学校では、白の学
生服を着て、帽子をかぶっています（資料１－31）。
1932年の啓発学校の卒業写真（資料１－32）を見ると、
ばらばらですが、洋服の人と学生服の学生さんがま
だ見られます。

６．おわりに

　日本の学生服がどのようにアジアで展開してきた
のかをまとめます。まずは体操の導入にともなって、
清末の新型学校の体操着として導入されました。そ
して、中華民国の時代になると、体操着は学校の制服
として正式に決められました。一方、中国本土だけで
はなく、華僑が集まる華僑社会において、今回はシン
ガポールだけを事例としましたが、そちらにも影響
を与えて、学校の制服になったことがわかりました。
もちろん中華民国時代の学生の制服も、同時にシン
ガポールに次々と影響を与えたことがわかります。
　もう一つ重要なのは、実際の写真を見ると、中国本
土やシンガポールの学生服は、基本的に日本の学生
服の形や色にしたがって発展してきましたが、日本
の学生服とまったく同じものとは言えないことです。
さらには、学校や地域によって若干の違いが見られ
ました。細かいところに、たとえば、ボタンの種類や
襟の部分、帽子の形や靴など、さまざまな違いがあり
ます。まだ研究途中ですが、今回のご報告は以上です。
ご清聴ありがとうございました。

資料１－28　学生・教員卒業記念写真（道南学堂）
出典：『道南学校卒業記念冊』（1925）、挿絵、51頁

資料１－30　道南学堂（1931年）
出典：National	Museum	of	Singapore

資料１－31　養正学校（1905創立）
1914（民国３）年　学生記念写真
出典：『新加坡养正学校概况』（1933年）

資料１－32　啓発学校（1906創立）
出典：『新嘉坡啓発学校半年刊』第二号（1932）、口絵写真

資料１－29　道南学堂の教室の様子
出典：『新嘉坡道南学校一覧』（1932）、挿絵写真
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■質疑応答

ձʣ　議論に先立つ事実確認などございま࢘ֆඒʢ౻ޙ
したら、この段階で出していただければと思います。
フϩΞ͔Β　基本的なことで教えていただきたいの
ですが、「学生服は軍服から変わってきたものであ
る」という資料の原文に「日本維新徵兵後」とありま
す。これが、日本で徴兵が始まったことと軍服として
の学生服というものが生まれたこととが関わってい
るように読めたので、清朝や中華民国において徴兵
がどのような感じだったのかという関連が気になり
ました。まず事実確認として、「徴兵」について訳す
ときには入れたほうがいいのではないかということ
をお聞きしたいと思います。
ཱུྰ๕　本来の歴史がこの資料に書かれていること
とまったく同じかどうかについては、まだ私の中で
もはっきりわかりません。ただし、日本の学生服の歴
史としてこういう由来があって、こう発展してきた
という説は、おそらく違うと思います。ここで中国人
が言っている「学生装」というのは、おそらく当時の
人が理解している学生服の歴史で、実際の日本側の
歴史とはずれているかもしれません。日本の維新後
に徴兵によって日本人が学生服を着るようになった
というのは、おそらく違うと思います。この記事を書
いている人が、当時の人として理解している学生服
の歴史はどうだったのかということなので、事実と
いうわけではありません。ここでこの記事を引用し
ている目的は、文脈から分かるように、当時の中国人
が使用していた「学生装」という言葉と「学生服」は
実は同じものであることを強調したいからです。
ਿຊࢠ　いまのお話の背景をうかがいたいのです
が、儀礼のときには、清朝の時代のいわゆる正装をす
るようにということがありますね。新しい近代的な
学校制度が入ったあとに、体操服については日本の
ものを採用するわけですが、そのほかに儀礼や入学
式などで着るような、制服的な中国の服があったの
かというのが一つです。
　もう一つ、シンガポールの場合はイギリスの学校
制度を取り入れていると思います。そうするとミッ
ション系なので、いわゆるシャツにネクタイという
服装─イギリスなどはそうだと思いますが、シン
ガポールのミッション系の学校もそういう制服だっ
たのか、この２点を背景として教えてください。
ཱུ　まずは中国側の入学のときの制服ですか。

ਿຊɹ体操服はともかくとして、それ以外のところ
でも、学校制度を取り入れたときに、中国服の制服的
なものを定めたのか、定めていなかったのか。
ཱུ　これまでの資料によると、学校に行くときの学
生の服装と日常の服とは、大きく変わることはあま
りないと思います。むしろ、日常の服を着て学校に通
うのは普通のことです。もちろん家庭や身分によっ
て違いはあって、すごくいい服装と、普通の服装とが
ありますが、学生が着る決まった服装は、おそらくこ
の学生装以前にはなかったと思います。
ਿຊ　学校制度と制服というのは、みんなで同じも
のを着ると身分や貧困が見えなくなるからというこ
とでわざわざ定めるわけですが、中国の場合、清朝の
時代には、そういうかたちは決めていなかったとい
うことですか。
ཱུ　そうですね。たとえば女性の場合も、いくつか写
真がありますが、だいたいみんなばらばらです。好き
な服装で学校に行きます。また、中国の場合よくある
のは、中流以上の家庭では教員を招聘して家に住ん
でもらって家族の全員に教えるかたちなので、服装
にはそんなにこだわりがなかったと思います。
ਿຊ　日本も着物はみんな好きなものを着ていまし
たね。もう一つ、シンガポールはイギリス領だったか
らミッションスクールの教育制度が入っていると思
います。そこには制服があったのでしょうか。
ཱུ　シンガポールの教育史についていろいろ調べて
みましたが、シンガポールにおいては、民族によって、
集団やグループによって作られた学校は違います。
たとえば、華僑のなかでも福建省の集団と潮州人の
集団はそれぞれの子供のための学校を作っています。
先ほど報告のなかで取り上げたシンガポールの学校
は、だいたいルーツが違います。ただ、学校の方針や
制度を決める際に、ほんとんどの学校は、当時の中国
本土、つまり清朝の方針、後に民国時代の教育学部の
学制にしたがっていろいろ決めたのだと思います。
　当時ミッションスクールの影響を受けていたのか
どうかについてはまだ調べていませんが、1910年か
ら1920年のころの写真を通して見ると、そんなに影
響は強くなかったと思います。
ཧܙ　辛亥革命の後に、1912年に『学校制服規
定』として定められたということで、「男女学生制服
……」となっていますが、女子はどんな服を着てい
たのかうかがいたいと思います。シンガポールだと、
道南学堂の写真を見ると１人だけ女子が写っていて、
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白いブラウスに黒いスカートですね。シンガポール
の場合はわかりましたが、1912年時点での「男女学
生制服」といったときの女子はどんな制服だったの
か、もしわかれば教えていただきたいと思います。
ཱུ　1910年代以降、民国時代の女子学生の服装は、
男性より少し複雑です。民国時代の服装を話す前に、
前の清国の服装の状況を紹介しておきます。大雑把
にいうと、一般的に、中国人男性は資料１－１の写真
のように、普段着として長袍馬褂、伝統服を着用して
います。つまり、支配側の満民族の男性も漢民族の男
性も同じです。ただし、女性の場合は違います。満族
の女性の場合は、男性とほぼ同じようなワンピース
のかたちの服装、つまり旗袍（現在で言うチャイナド
レスの前身）を着用しています。それに対して、漢民
族の女性はツーピースを着ています。これは明代（清
以前の時代）の漢民族の服装をそのまま保っている
スタイルで、上衣下裳と言います。実は、民国時代の
女学生の新しい制服は、同時代の女性の普段着、つま
り漢民族の女性のツーピースから発展してきたもの
です。1910年代ごろの服装は伝統的なスタイルより、
袖が短くなったり、ウエストも細くなったり、スカー
トの形が変わったりしますが、形式はほぼ同じツー
ピースです。
　1931年の道南学堂の写真（資料１－30）にシンガ
ポールの女学生の服装が写っていますが、形から言
うと、民国時代の女学生の新しい制服形はほぼ同じ
です。ただ、道南学堂の女学生の服装の上の部分は少
し洋風化しているように見えます。民国時代の女学
生のトップスは、一般的に、漢民族の紐ボタン式の伝
統式な服です。色は白かブルーで、下は黒や紺色のス
カートです。
　女子にとっては、それが操服だったということ
ですか。「男女学生服は操服を用いる」と書いている
ので、女子にとっては、漢民族の伝統服みたいなもの
が操服だとみなされたということですか。
ཱུ　そうですね。清国の漢民族の上衣下裳、いわゆる
ツーピースは民国時代になると、徐々に改良され、女
学生の操服となりました。
というところで日本の体操教「学生服の伝来」　౻ޙ
科書が翻訳されたという話がありました。たとえば
現在の体操教科書を考えると、「こういう服装をしな
さい」という記述があったりすると思いますが、そう
いう部分はないのでしょうか。体操のためには、たと
えば「体にぴったりした服装をしなさい」というよ

うな記述があって、文字として体操服が規定される
などということは、あまり見られなかったのでしょ
うか。
ཱུ　それも探しましたが、なかなか出てきませんで
した。日本の体操教科書はたくさんあって、それも調
べてみましたけれども、それらの中の図はシャツに
ズボンというかたちです。ところが、実際には、日本
の、とくに小学校の場合、子どもが着ているのは着物、
和服でした。日本において、体操関連の本の中では早
く洋装化していますが、実際の子どもたちはまだ和
服でした。中国よりもずっと遅かったです。それも
びっくりしたことですが、中国の場合は早めに学生
服も洋服のようなものを着るようになったことがわ
かりました。
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　私は東京大学の総合文化研究科で社会学を学んで
いました。文化社会学、現代社会論を専門としていま
す。博士論文を書いているなか就職活動をしている
と京都服飾文化研究財団で募集があり、科学研究費
にも応募できる研究機関だったので、ここなら個人
の研究もできると考えて入りました。この財団は大
学と美術館の中間のような機関で、科研費に申請で
き個人の研究も可能ですが、学生はいないので非常
勤で外部に教えに行っています。一方、美術館のよう
に作品収集を行っており、18世紀から現在までの西
洋や日本のファッションを中心に収集しているので
すが、小さなギャラリーのみで大きい展示施設がな
いため、5年に一度大規模な展覧会を開催すること
が組織としてのミッションになっています。
　私の仕事を個人の仕事と組織の仕事とに分けてみ
ますと、論文を書いたり、大学へ出講したりというの
が個人の仕事で、あとはファッション（衣装）の収集
と、『Fashion Talks ...』という研究誌の編集担当なの
でその編集をしたり、ファッション展の企画を考え
たりすることが組織の仕事となります。個人の仕事
である研究については専門が社会学なので、社会学
のなかからファッション、衣服の問題について考え
るのが私の立ち位置です。具体的に最近ではサント
リー文化財団や科研費の助成をいただいて、戦後日
本の和服について研究しています。また、戦後日本社
会における社会学の展開についても研究を進めてお
り、たとえば見田宗介さんや作田啓一さんをはじめ
とする社会学者たちの研究も行っています。
　一方、先程申し上げたように、組織の仕事としては
主に5年に1度開催する美術館での展覧会です。昨年
がちょうどその年にあたり、私は展覧会の企画を担
当し、2019年8月から京都国立近代美術館にて「ド
レス・コード？─着る人たちのゲーム」という展
覧会を開催しました。この展覧会はその後、熊本市
現代美術館、そして東京オペラシティへと巡回して
います。さらに、この展覧会はドイツ・ボンにある

Bundeskunsthalleという美術館からも招聘を受けて、
海外にも巡回するという大変嬉しい悲鳴を現在あげ
ている状況です。

１．はじめに

　さて、本日は私が現在研究を進めている戦後日本
社会における和服の変遷について報告します。いろ
いろと先行研究について言及すべきなのですが、今
回は発表時間の都合上割愛させていただきます。単
純に、最近の和服をみていますと大変おもしろいな
と感じることがあります。とくに京都などではそう
だと思いますが、何と形容してよいか大変難しい、よ
くわからない着物姿で街を歩いている方が数多くい
らっしゃる。また、ときどき花魁のような格好で二年
坂、三年坂のあたりを歩いている方がおられます。も
ちろんこうした装いを批判される方はいらっしゃる
と思いますが、なぜこのような和服が現代社会のな
かでみうけられるのか。かつ、それがどのような和服
の変遷を経て現在に至っているのか。そして、この
ことをたんに和服の変容として捉えるだけではなく、
それが人間と衣服との関係性においていかなる意味
を持つのかというところまで思考を深めることがで
きれば研究として大変おもしろいものになるのでは
ないかと率直に思っており、現在研究に取り組んで
おります。

2. 生活着としての着物

　戦後に入って多くの女性たちが洋服を着るように
なったと言われることが多いですが、単純に戦後か
ら一斉に女性たちが洋装化を果たしたとは言い切れ
ません。戦後においても和服をいまだ日常生活のな
かで着ていた方は数多くいました。1953年に創刊し
た『美しいキモノ』という雑誌がありますが、それを
紐解いてみると大変興味深い点がみられます。そこ

衣服をめぐる人間との関係
現代社会における和服の変容より

小形 道正 公益財団法人京都服飾文化研究財団 研究員

ใ̎ࠂ
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では当時「新しいキモノ」という言説が多くみうけら
れました。
　たとえば、「大は小をかねるといいます。うまいこ
とをいつたもので、大きいものなら、小さいものの代
役はちよつと考えつきますが、小さいもので大きい
役目は、少し無理なような気がします。……新しいき
ものは広巾から生れる─私はこう信じています」１）。
これは大塚末子さんが述べていることですが、この
ようなかたちで「新しいキモノ」では、洋服の要素を
取り入れたり、洋服で使用される広幅の生地を使用
することが試みられていました。
　ほかにも、着物を上下に切ってツーピースに仕立
てた和服やスリーピースの和服、あるいはウエスト
ラインにダーツを入れるなどの改変されたワンピー
ス式の「新しいキモノ」がありました（資料２－１）。
つまり、こうした洋服と和服の折衷案ないし洋服と
和服の境界を越えていくような自由な試みが、1950
年代頃までには行われていたということです。
　ただし、「新しいキモノ」というのが本当に新しい
のかというと、やはり決して新しくはないわけです。
明治期に徳富蘇峰は、「泰西の服制を適用するは、挙
動活潑にして実用に適するが故に非ずや。……中略
……改良の目的何くにある」２）と謳っています。和服
を改良しようとする運動は、このように、明治20年
代頃にはすでにあらわれています。和服の改良や更
生を主張する言説は以前より存在していて、それは
戦前からのある種の連続性として捉えることができ
ます。
　戦後になって「新しいキモノ」という名前が付与さ

れていきますが、では、この「新しいキモノ」という
ものを新しい時代の衣服たらしめている要素はどこ
にあるのでしょうか。そのことについて、考えてみた
いと思います。まずは、戦後の新たな女性解放、すな
わち参政権の付与等があって、そういうところから
新しい時代を象徴するみたいなことも言えるかもし
れません。ですが、それだけではないと思います。
　実際に、戦後になって大きく変わった点としては、
化学繊維が多く利用されるようになったことが挙げ
られます。再生繊維であるレーヨンもその一つです。
レーヨンはスフなどと呼ばれ戦前からありましたが、
戦後になって生産量が劇的に急増しました。ほかに
は合成繊維のナイロンやポリエステル、あるいは半
合成繊維のアセテートなどが開発されて普及してい
く過程があります（資料２－２）。
　改良服といっても、なかなか簡単には変えられな

資料２－１　『美しいキモノ』の「新しいキモノ」
出典：『美しいキモノ』４号（左）、13号（中）、１号（右）

１） 大塚末子（1957）「新しいキモノのポイント」『美しいキモノ』８号。
２） 徳富蘇峰（1887）「婦人の衣服」『国民之友』１号。

資料２－２　東洋レーヨンのナイロン和装品
出典：『美しいキモノ』８号

No image No image No image

No image
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いということが現実としてあったことは想像に難く
ありませんが、化学繊維という新しい繊維の普及に
よって、それがやりやすくなったということがある
のではないか。それが戦後の「新しいキモノ」と戦前
の改良服とを分かつ、異なる、重要な要素として存在
していると言えるのではないかと考えられます。
　ただし、この時代においてもっとも重要な点は、

「新しいキモノ」も含め、和服という衣服がまだ生活
着として存在していたことが挙げられます。資料２
－３は『美しいキモノ』に掲載されていたものですが、
製図が書かれていて、どのようにして和服を作るの
かということを教授しています。
　こうした衣服を作ることについて鶴見俊輔さんは、

「こういうふうにして祖母の着物が亡くなったあと
も生き続けて、孫娘の寝間着の一部として残ってい
たりします。そこでも役に立たなくなると、やがて
寝具になり、座蒲団になり、雑巾になるというふうに、
一種の遍歴を経ていきます。その遍歴、それは同時に
魂の遍歴であって、素材とともに霊が動いていく、伝
わっていく、というふうに考えられています」３）と述
べています。衣服を作ること、さらにはそれがさまざ

まなかたちに変えられていくこと、鶴見さんはそれ
を「魂の遍歴」としていますが、ここで一番重要なの
は、衣服そして和服が作る（られる）対象として存在
していたということです。

３．盛装・正装としての着物
　  芸術作品としての着物

　以上が1950年代頃までの和服の形象ですが、それ
が高度経済成長期を迎えますと、まったく異なるか
たちとなってあらわれるようになります。たとえば、
1968年の新聞に載っていた七五三のお祝い着の広
告では、「おそろいのきものに晴れの日の喜びもひと
しおです」（『読売新聞』1968.9. 8）というコピーがつ
けられています。これがもっともわかりやすい例か
と思いますが、もはやこの時期になると日常的なあ
るいは生活着としての和服の姿は影を潜めていきま
す。言い換えれば、非日常的な盛装の和服が主流を占
めていくということです。また、そこではこうした和
服を持つこと、着られることがある種の女性の幸福
として表象されています。
　雑誌をみていくとさらにおもしろいのですが、女
性の幸福という表象は、振袖、打掛、羽織、留袖、喪
服を人生の節目において、それらに袖を通すことで
あるという打ち出し方になります。それはまさに女
性の生涯の幸福ですね。ですから、ここでは「新しい
キモノ」のような日常生活のなかでどのようにして
和服を着れば生活がしやすくなるのかといった事柄
は、ほとんど姿を消してしまいます。たとえば、成人
したら振袖を着て、結婚式には打掛を、子どもができ
てPTAのときには羽織を着る。子どもが結婚をした
り、主人が仲人をつとめたら留袖を、そして主人が亡
くなったときには喪服を着ましょうというかたちで、
女性のライフコースの変化のなかで重要な出来事に
は和服に袖を通すことを推奨し、それが女性たちの
幸せであるかのように広告や記事では表象されてい
きます。このことはとても大きな変化だと言えます。
　このように非日常的な盛装の和服が中心を占めて
くるなかで、同時に、そこでは「和服をいかに正しく
着るべきか」という規範を求めるようになっていき
ます。「正しい着物」と私は呼んでいますが、それは
正しい和服の用途やふるまいについての言及です。
用途というのは具体的に「このときには、こういう和
服を着ましょう」というものです。一方、ふるまいに

３） 鶴見俊輔（2001［1984］）『戦後日本の大衆文化史1945 -1980年』岩波書店、p. 247。

資料２－３　ツーピース、スリーピースのキモノの製図
出典：『美しいキモノ』１号

No image
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ついては、先程挙げた『美しいキモノ』に「街で見た
きもの」（56号）という記事があります。街で歩いて
いる人たちのスナップショットを撮って、それを着
物教室の先生が判断するという内容です。たとえば、
そこでは「中振袖の着つけはご立派で余り着くずれ
ていないのは感心です。ただ、足の開き方だけは、気
になりますね」、「ヘアもすっきりとまとめて結構で
すが、頭を掻くポーズだけはいけませんネ」といった
手厳しい指摘が書かれています。このようにこの時
期の和服の言説は、以前の「新しいキモノ」とは対照
的に、「正しい着物」を形成し、それを求心していく状
況にあるといえます。
　そして、その「正しい着物」を教える装置として着
物教室が存在しています。着物教室はとくにこの時
期に増加しています（資料２－４）。もちろん洋裁の
ほうが数としては多く、和裁の４～５倍にあたりま
すが、この時期になると洋裁学校の課程数や生徒数

は減少する傾向にあります。それはこの頃から大勢
の人びとにとって、衣服は作るモノではなく、買うモ
ノになってくるので学校で習う人びとが減るわけで
すが、その一方で着物教室の生徒数は増加していき
ます。ここには近所にある小さな着物教室は換算さ
れていないので、それを踏まえるともっと多い数に
なると予測できます。つまり、高度経済成長期以降、
和服は盛装の非日常着として生き残ることとなった
のですが、多くの人びとにとって（とくに若い女性た
ちにとって）その着方が分からないわけです。そうし
たなかで「正しい着物」の言説が謳われ、着物教室は
その「正しい着物」を教授する実践の装置として機能
していきます。現在も残る着物の規範化はこの時期
に形成されたのではないかと考えられます。
　こうした流れが1970年代前半ぐらいまで続きま
すが、「正しい着物」あるいは盛装の和服が少しずつ
その形象を変えていきます。資料２－５は『商業統計』
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資料２－4　和裁学校の課程数と生徒数の推移
出典：『学校基本調査』から筆者作成

資料２－5　着物の年間販売額と生産量の推移
出典：『商業統計』および『繊維統計年報』から筆者作成
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と「繊維統計年報』を掛け合わせたグラフです。とく
に1974年頃からですがグラフをみると、繊維の生産
量そのものが下がる一方で、販売額は右肩上がりに
なっており、反比例していくかたちになっています。
これは単純に言えば、１枚当たりの単価が上がったこ
とを意味しています。つまり、非日常着としての和服
がさらなる高級化に向けて進展していく流れが、1970
年代後半から1980年代にかけて生じていきます。
　このことが具体的に表れている例として、当時の
広告や記事をみてみると、たとえば高級ファッショ
ンブランドのジバンシーの和服の広告がありますが、
そこには「プレステイジがアートになる時」（『美しい
キモノ』130号）というキャッチコピーがついていま
す。また、「現代名匠のきもの」（同150号）と題され
た記事では、たとえば国立の美術館も所蔵している
森口華弘さんや志村ふくみさんのような著名な作り
手の着物が紹介されています。さらには、ボストン美
術館が所蔵している着物を復元・複製した和服の広
告が目に留まります（同131号）。このように、一振
り何百万という高級な和服を雑誌などで宣伝するよ
うになってくる。これは消費社会論のなかでよく言
われる「記号的な限界差異」を提示しているといえま
す。ブランドや人間国宝、重要無形文化財などの和服
が同一の平面上における記号的差異としてみられる
ということです。
　同時に、広告も女性の幸福をほとんど謳わないよ
うな表現に変わってきて、和服が芸術作品のように
扱われるようになります。さきのジバンシーの広告
が典型的なのですが、そこにはもはや誰かが着てい
るという人称性が不在のままで、衣桁に掛けられた
和服があるだけなのです。つまりそれは着るもので
はなく、見るもの、鑑賞すべきものとして和服が存在
していることを示唆しています。
　ここで本筋から少々脱線しますが、さきに述べた

「正しい着物」は結局のところますます人びとの着物
離れを加速させたように思えます。こうした結果を
鑑みて、着物業界は着物を手に取ってもらおうとさ
まざまなイベントを打ち出します。たとえば、十三参
りは関西が基本だと思いますが、それを全国的に展
開しようとする活動を行います。ですが、それはほと
んど定着しませんでした。唯一定着したといえるの
は、この時期『はいからさんが通る』の影響もあって、
卒業式での袴姿です。卒業式の袴姿の女性が1980年

代頃に一般化したイベントであるということは、調
査していて驚いたことの一つです。
　さて、論点をまとめてみますと、1960年代から1980
年代の和服は、基本的に「盛装・正装としての和服」
と「芸術作品としての和服」という二つの形象がある
といえます。一方で、それを結びつける共通項として
は、買うモノとしての和服あるいは衣服ということ
が挙げられます。この議論については、日本社会にお
ける洋裁・洋装からの視点で井上雅人さんや稗島武
さんも指摘していることでもありますが、この時代
において衣服は「作るモノ」から「買うモノ」へと移
り変わっていきます。
　先程、「盛装・正装としての和服」において女性の
幸福という表象について申し上げましたが、それは
つまり和服が買えるということが幸福であると同時
に、買えないということが不幸であるという現実でも
あります。当時の新聞には、「ことし、成人式を迎える
長女が、寝床にはいろうとしながら、『着物が着たい
なア』とポツリといった。わが家の経済状態から、い
ま流行の豪華な和服などとても買えないことはかね
ていってあった。……とっさに『そうね』とあいまい
な言葉を返して目を伏せたものの、悲しくなった」４）

というような投書が数多く寄せられ、成人式を中止
にしようあるいは成人式への着物での出席はやめま
しょうといった運動が新聞などでみうけられます。
一方、「芸術作品としての和服」ではさらなる和服の
高級化をむかえました。雑誌をみていても、「園遊会
で着る着物」の特集記事など組まれていて、後に読者
のページのなかで「園遊会の着物なんて誰が着るん
ですか」という批判が出ていたりします。そこでは同
時に、女流作家などをはじめとする有名な女性たち
が「この着物はこれだけの価値があっていくらしま
した」といったような、顕示的な消費を語る言説があ
りました。いずれにしても、ここで重要なことは、双
方の時代の内実は異なりながらも、和服を購入し、自
分のものとして所有するということが一つの欲望と
して明確に存在していたことです。
　また、所有するという問題は、自己が新しい和服を
手にするということだけに留まらず、他者との関係
をも含む現象だといえます。とくに1980年代頃から
は、和服を通した他者との思い出を語る行為が目立
つようになります。たとえば、「母の娘時代は戦争中
で、のんびりときものを着て楽しむことなどできな

４） 『読売新聞』投書欄（1970年１月６日）。
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かったことでしょう。そして嫁いでからは、厳しい祖
母の前でお洒落をすることなど到底許されるはずが
ありません。三人の子供の育児に追われ、人のため
に尽くし、耐えることの連続。自分のために、という
ことのなかった母の生活。……母が嫁ぐ時持って来
て、たぶん一度も手を通さなかったであろうこの羽
織。いつまでも大切に着ようと思っています。そして
着る度に、恵まれた自分の生活を感謝しなければ」５）

といったような言説がこの当時から数多くみられま
す。つまり、和服ないし衣服はたんに人びとによって
購入され、所有されるモノではなく、自己の物語や他
者の記憶も含めて所有され、蒐集される対象である
ということです。

４．コスプレとしての着物

　1990年代以降になると、人びとと和服との関係性
がさらに変わっていきます。それが現在に至ってい
るといえますが、和服はもはやひとつのコスプレの
ようなものとなっていきます。
　そもそも着物産業自体が、バブル崩壊以降にどん
どん衰退していきます。1兆8,000億ぐらいあった着
物産業が、3,000億前後の産業になっているのが現状
です。1990年代以降は廃業のニュースが数多くみら
れるようになります。また、和服の価格設定は大変難
しく、商慣行への批判が目立つ状況です。ただし、そ
の一方で、着物そのものは─何と表現するべきか
わからないですが、とてもおもしろい、ユニークな

着物がどんどん出てきます。ミニスカートの和服で
あったり、花魁のような和服があらわれて、なかでも
京都をはじめとする観光地ではルールに縛られずに
楽しんでいるようすがみうけられます。
　この現状をもっとも後押ししている要因として、
レンタルという存在が大きいと思います。資料２－
６は『家計調査』をもとにしたグラフです。金額的に
はどうしてもレンタルのほうが買うことより低額に
なるので、ここでは1980年を基準にした個別の値を
グラフにして表示していますが、一番上が被服賃借
料の支出、真ん中が消費支出、一番下が和服の支出で
す。ここからも分かる通り、和服の購入は右肩下が
りですが、被服賃借料は上昇している。細かく言う
と、被服賃借料には洋服のレンタルも含んでいるの
で、一概にすべてが和服であるとは言いきれません。
ただ、ここには結婚式におけるレンタル費は含まれ
ていないので、それらを踏まえると、全体ならびに和
服のレンタル費はもっと上がってくるのではないか
といえると思います。つまり、多くの人びとは和服を
手にする手段を購入によってではなく、レンタルに
よって機会を得ているということです。
　また、和服自体のマテリアルの変化も挙げられる
と思います。それがインクジェットという新しい技
術です。資料２－７のグラフにあるように、2007年度
に50万反程あった生産数量が、10年間でほとんど半
分になっているというのが現状です。それだけ減っ
ているなかで、一番右のインクジェットのみが急激
に増えています。現在、観光地においてレンタルで着

５） 「読者のページ」『美しいキモノ』122。

0.0

50.0

100.0

1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2010

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

400.0

䠂

ফඅࢧग़



ඃआྉ

資料２－６　レンタルの普及
出典：『家計調査』から筆者作成
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られているものの大半は、おそらくインクジェット
で作られた着物で占められていると言えるかもしれ
ません。こうしたインクジェットという新たな技術
で作られた和服が、安価な商品として流通し、とくに
観光地を中心とした都市において、簡易なレンタル
着として扱われ、定着していく。そこにはこれまでみ
てきたような、人びとが購入し、所有するという欲望
の対象としての和服はありません。
　同時に、1990年代以降においては、大変興味深い
ことに、和服についての語りもほとんどなくなって
きます。こうした状況を逆説的に示す大変印象的な
投書があります。それは70代のおばあさんによる新
聞投書です。「古着が単なるごみではなく、資源とし
て生かされることはうれしいが、反面、昔の人が小き
れ一枚を慈しんで大切にしたことを思うと大きな時
代の変化を感じる。……何でも欲しいものは簡単に
手に入れることができ、飽きたらすぐに捨ててしま
う今の時代。私たちの子孫は何によって私たちをし
のんでくれるだろうか」６）。このように書かれていま
す。つまり、和服はもはや自己の物語を形成したり、
あるいは他者の記憶を想起させる対象ではなくなり
つつあるということです。
　和服が所有の対象ではなくレンタルの商品である
こと。そして、和服が自己や他者との結び付きや語り
を生み出すようなモノではないということ。私たち
が和服をコスプレの衣装として認識し、あるいは和
服を着るという行為がコスプレとして映ってしまう

ことにはこのような背景があるのではないでしょう
か。また、だからこそ、人びとはミニスカートの和服
や花魁のような和服をたやすく軽やかに着こなして
いるといえるのではないか。つまり、和服とは容易に
普段の日常生活とは少し異なった私を演出し、いつ
もとは違う私に変身することを可能にしてくれるア
イテムになっているのです。

５．まとめ

　さて、これまでの議論をまとめてみますと、戦後
から現在に至る和服の形象は四つの変遷を経てきて
いると考えられます。1950年代頃にみられた①「生
活着としての着物」。1960年代から1970年代前半ま
での②「盛装・正装としての着物」と、1970年代後半
から1980年代の③「芸術作品としての着物」。そして、
現在の④「コスプレとしての着物」です（資料２－８）。
しかし、こうした和服の形象のなかで、より重要なこ
とは人びとと衣服の関係性そのものが大きく変わっ
ている、あるいは変わりつつあるのではないかとい
うことです。つまり、①「生活着としての着物」は「衣
服を作る時代」であり、②「盛装・正装としての着物」
と③「芸術作品としての着物」は「衣服を買う時代」。
そして、④「コスプレとしての着物」は「衣服を借りる
時代」であることをそれぞれ示唆しています。
　そして、衣服を借りるという現象はもはや和服に
のみ留まりません。近年では洋服をレンタル商品と
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資料２－７　素材別生産数量（反）
出典：『京友禅京小紋生産量調査報告』から筆者作成

資料２－8　戦後から現在に至る和服の形象の変遷
出典：筆者作成

６） 「気になる和服文化の将来」『読売新聞』（2003年４月22日付）
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して扱っている会社が多くなっています。「１週間こ
ういう感じで着てください」というかたちで１週間
のコーディネートなどを提案してくれて、終わると
段ボールに詰めて返却する。洗濯もしなくていいと
いう産業が出てきているのは大変興味深い現象です。
　では最後に、こうした衣服のレンタルについてど
のような意味があるのか考えてみたいと思います。
作るという行為には「贈与」という問題が、買うとい
う行為には「所有」や「蒐集」という問題がそれぞれ
ありました。衣服を借りるということは、もはやこの
ような問題を形成しえません。でもその一方で、衣
服を借りるということはさまざまなタイプに「変身」
することを可能にしているように思えます。〇〇風
や〇〇系といった衣服がもつイメージを、その日の
スケジュールや気分によって大きく変えることがで
き、みせたい／みられたい自己を他者に、そして自分
自身に対しても演出することができます。それはま
さに和服を着ることがコスプレだというのみならず、
衣服を着ることそれ自体がコスプレになっている、
なりつつあることを示唆しているのではないでしょ
うか。「コスプレとしての着物」のようにみえてしま
うのは、もはや衣服を着ることがコスプレだからな
のです。そして、衣服を着るという行為そのものがコ
スプレであるからこそ、私たちは和服と洋服を含む
衣服をレンタルによってすますことができるのでは
ないでしょうか。このことを大きな仮説として呈示
しておきたいと思います。和服はこうした人間と衣
服をめぐる現在的な問題を、もっとも先鋭的なかた
ちで映し出しているように思えるのです。

※ 本発表はサントリー文化財団2014年度「若手研究者
のためのチャレンジ研究助成」ならびにJSPS科研費
JP18K12962の助成を受けて実施した研究成果の一
部である。

■質疑応答

ձʣ　ありがとうございました。たいへん࢘ֆඒʢ౻ޙ
おもしろく、いろいろみなさんの思い出にひっかか
るところもあるのではないかと思いましたが、基本
的なご質問、確認事項など、いかがでしょうか。
ढ़　戦後の衣服をめぐる状況がよく理解できࢤو
ました。ありがとうございました。提示していただ
いた材料のなかでいくつかおもしろい話があった
ので、いろいろ教えてほしいのですが、四つありま
す。一つ目が、資料２－５のグラフですが、1969年か
ら1972年にかけて生産量が増えている。この理由は
いったい何でしょうか。われわれが生きている時代
からすれば、1970年代初頭というのは、万国博覧会
があったりして、新しさというか、近代性・未来性を
求めた時代だったにもかかわらず、この表からする
と決してそうではなかったということですね。
খܗಓਖ਼　1970年代前半に生産量が減って販売額だ
け上がっているのは、単純に申しますと、着物１枚の
単価を高くしているということです。技術をさらに
付与することで、着物産業としては生き残りを賭け
ていったのだと言えるかと思います。
。全体としてはおっしゃるとおりだと思います　ࢤو
ただ、1973年までこれほど高くて、1974年から急に
ガシャンと減る。それが何だったのか。この理由に
ついてはいかがですか。
খ1973　ܗ年に生じた第一次オイルショックなどの
影響等色々あるかと思いますが、繊維関係だけでみ
た場合、決定的な要因といえるかどうかわかりませ
んが、1970年代前半から、日本で絹を生産すること
がだんだん難しくなってきており、海外から輸入し
なければならないといった新聞記事がいくつか散見
されたように思います。
ひとつ想像できるのは、衣服を考えるときに　ࢤو
は素材というのがすごく大事だと思いますが、1970
年代は、われわれの感覚では、ポリエステルが急速に
浸透していき、服が安くなるわけですよね。そうす
ると、洋装の安い服を買いたがるようになり、和服は

「もうええわ」という感じになっていっているのかな
と、興味深いなと思ってうかがっていました。
　二つ目がレンタルの普及についてです。これもお
もしろいグラフで、消費支出がほとんど変わってい
ないですよね。これもすごくおもしろい話ですね。こ
れについても、レンタルをするようになることと、和



27ใ̎ࠂɹҥΛΊ͙Δਓؒͱͷؔᴷݱࣾձʹ͓͚Δͷม༰ΑΓɹখܗಓਖ਼

服はますます着なくなるということはわかりますが、
衣料に対する消費支出がそんなに変わらない。これ
についてもし何かわかることがあるなら教えてほし
いと思います。
খܗ　難しいですね。この消費支出というのは生活
用品などを含めての全体の消費支出になります。衣
服全体、和服、洋服含めてだともう少し下がっていた
と思います。ですが、衣服の消費支出の傾向とそこか
らどう読み取れるかは、改めて考えてみたいと思い
ます。
三つ目の質問です。今日はどちらかと言うと　ࢤو
女性の和服ということでしたが、男性の和服には同
じような変化があったのかどうかについてはいかが
ですか。
খܗ　男性はまったく違います。 たとえば1950、
1960年代ぐらいまでだと、自宅に帰ってきてから和
服を着替えることがありました。多くはその妻など
が誂えたウールの着物などで、家で着るような着物
は新聞や雑誌等にて作り方が掲載されていました。
ただし、それが1970年代頃になると、ほとんど見受
けられないようになります。
現実に1970年代の後半には、なくなってきて　ࢤو
いると思いますね。それは高度経済成長で、たくさん
の男がビジネスマン化していくことが大きいのでは
ないかと思います。戦後の話を考えると、女性の和服
と同時に、男性の和服がどうなっていったかについ
てもまとめると、日本の伝統的な衣服に対する何か
が見えてくるかもしれないと思います。
　四つ目に、今日はどちらかと言うと内なる和服の
話だったのですが、最後の部分については、和服に対
して外国人がどのように見ているかという視点があ
るとよかったように思います。外国人がレンタルで
たくさん借りるようになった、その経緯は何なのか。
私は京都に住んでいていま好奇心を掻き立てられて
いますが、それはアニメなどが流行ったからか、ある
いは京都でインクジェットの和服を着ることが一つ
のトレンドだと仕掛けた人がいたのか、そのあたり
はどうですか。
খܗ　京都はもちろんのこと、東京でも歌舞伎座や
浅草周辺、あと小京都と言われているような観光地
で、こうしたレンタル業が大変多いと思います。こう
したレンタルの和服を着て観光しましょうといった
ビジネスの発端や仕掛人については定かではありま
せんが、2000年代頃から新聞記事としてはあるので、

おそらくその時期には既に観光ビジネスのひとつと
して普及しつつあったんだと思います。私は京都に
５年ぐらいしか住んでいませんが、それよりも以前
に観光で来たときには、こんなにあったのかなとは
感じますね。
まさにそうだと思います。急にブレイクして　ࢤو
いますよね。
খܗ　そのブレイクについては、一つはレンタルだ
けではなく、インスタなどである種の雰囲気をアッ
プできることも影響していると思います。たとえば
携帯電話のいわゆるガラケーですと、顔しかほとん
どアップできない。けれどもスマートフォンぐらい
になってくると、どんどんシーンを、空間全体を撮
影することが可能になって、インスタグラムなどの
SNS上にアップするようになってくる。ですから、た
とえば成人式の着物でも、セット内で風景全部を含
めて撮るという感じになっているように思えます。
着物のレンタルでも風景も重要で、辰巳神社あたり
に行って、柳とか雰囲気をすべて含めて写真に撮っ
てアップするという行為で「いいね」をもらうという
ことが増えているのではないかと私は思っています。
私もそれはかなり近いのではないかと思いま　ࢤو
す。ですから、それをするのであれば情報発信のこと
を含めた議論をしないと……。
খܗ　ある種、メディアを含めた都市論あるいは都
市空間を含めたメディア論ということですね。
、そういうことです。それとの関係性があれば　ࢤو
説得力が増すと思います。
খܗ　そうですね。ありがとうございます。
ཱུྰ๕　いまの四つ目の質問に関連することですが、
一つ情報提供しますと、現在、中国人の観光客がたく
さん日本に来て京都や奈良を観光すると、必ず着物
や浴衣を着ます。その理由の一つとして、日本に行っ
たら、京都でも東京でもそうですが、必ず着物を着ま
しょうというのが、日本旅行のプランとして決まっ
たものになっていることが挙げられます。世界中か
ら日本に来る外国人はインスタグラムを使っていま
すが、中国の場合はインスタグラム以外にもたくさ
んのメディアがあって、みんな自分が日本で撮った
写真をアップしてアピールしています。きれいな写
真を見れば、「私もここに行きたい」、「どこでレンタ
ルしたのか教えてください」といったやりとりがさ
れるネットワークもどんどん作られています。
　もう一つはカメラマンの存在です。たとえば中国
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人の場合は、カメラマンにお金を払って、何時間も
着物を着た写真を撮ってもらうのがかなり一般的に
なっていて、日本に行くときは、みんなフリーのカメ
ラマンと約束して、指定した場所に集合して写真を
撮ってもらうのです。私もとても気になっていると
ころですが、おもしろいなと思います。
খܗ　プラスして言うと、最近おもしろいなと思う
のは、もはや日本の和服でさえなく古い中国の、唐の
時代の服を着て歩いている人がいるんです。それは
すごいなと思っていて……。
ཱུ　それは最近のトレンドというか、中国でも「伝統
服を着ましょう」という動きが大きくなっています。
日常着のように着ることもあって、中国国内だけで
はなく、海外に観光に行ったときも中国の伝統服を
着る人が、どんどん増えてきています。
あれはやはり習近平がやっているようなナ　ࢤو
ショナルな感情と関係していて、唐というのは自分
らのオリジナルな汎ダイナスティですよね。それが
ものすごくあると思います。やはり旗袍などは満洲
族という異民族の服なので、そういうふうにどんど
んナショナルな文化が出てくる。これからどんどん
唐服ブームが出てくると思います。それで中国をア
ピールする。
ཧ４－２　ܙのグラフの和裁学校の課程数という
のは、文部省の統計ですか。
খܗ　文部省の『学校基本調査』です。この当時換算
していたのは、学校数ではなくて課程数なのです。当
時は「和洋裁」というのがカテゴリーとしてまず一つ
あり、それとはまた別に「和裁」と「洋裁」という区分
になっています。
　学校の種類については、あらゆる学校の種類が
入っているということですか。専門学校も短期大学
も？
খܗ　専門学校ですね。ですから、まちのよくある着
物教室みたいなものは入っていないと思われます。
１点だけ、ご報告のタイトルについて、「衣服　౻ޙ
をめぐる人間との関係」というのは、何と何の関係な
のでしょうか。
খܗ　私のなかでは、まずは作る対象としての衣服
というものがあって、現在ではもうほとんど作るも
のではなくなっている。その後、衣服は買えば良いと
いう時代で来たけれども、だんだんそれが借りると
いう状況になっているときに、その借りる衣服と人
間との関係というのは、どういう状況なのかなとい

うことを問題にしています。ですから、壮大なタイト
ルだなとは思いますが、そこから考えることができ
ないかと思っています。
　一つの仮説ですが、贈与という、たとえば母が無償
の愛で作ってくれる服みたいなものはほとんど姿を
消しているわけです。また、服を購入して、自分のク
ローゼットのなかで物語として蒐集するという時代
もなくなりつつある。そうしたときに、私たちはいっ
たい衣服とどう向き合ったら良いのかということで
す。先ほど申し上げたように、１週間のコーディネー
トが段ボールでボンと送られてきて、それを着て返
すという行為が当たり前の日常になったときに、私
たち人間がどのような新たな地平に立っているのか
ということを考えていきたいと思っています。
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　私は南インドのシルク・テキスタイルの研究をして
います。そこから関心が広がって、現在はマダガスカ
ルのシルクや日本の絹織物の研究もしています。少し
前に出たFashionable Traditions: Asian Handmade 
Textiles in Motion（Nakatani, Ayami ed. 2020 
Lexington Books.）で紬について書きました。今日
はカーディーというインドの布とナショナリズムの
関係についてお話ししますが、カーディーは手紡ぎ、
手織りの布で、それに対応するのが日本では紬であ
り、紬と民芸運動の関係です。

１．インドのナショナリズムとファッション

　さまざまな国において、政治と衣服とは大いに関
係があります。インドもまさにそうです。2019年の
選挙のときには、モディというインドの首相の写真
がプリントされた「Modi Saree」というものが売り
出されました１）。まさにインドのナショナリズムと
ファッションは切り離せない関係にあります。
　インドの独立運動におけるファッションとナショ
ナリズムの関係については2009年に出した『サ
リー！サリー！サリー！』というブックレットに細
かく書いてありますので、今日は省略します。私が関
心を持っているのは、政治と経済と文化がどう絡み

あっていて、そのなかで人がどのように服を着てい
くかということです。インドの場合は、植民地からの
独立運動という政治の文脈と、植民地経済の文脈が
ありました。本来インドはたいへん豊かな国だった
わけですが、イギリス植民地統治下で貧困化します。
その最大の原因は布市場を奪われたからだというこ
とで、「スワデーシー」という国産品愛用運動と、もと
もとあった手紡ぎ・手織りのインドの布「カーディー」
を復興しようという運動が起こり、カーディーが独立
運動のシンボルになっていきます。そうして独立運
動が展開されるなかで、インドは広いのでさまざま
な民族衣装があったのですが、そのなかから「ナショ
ナル・ドレス」というかたちでみんなをまとめるよう
な衣装が生まれていきます（資料３－１）。
　これにはガンディーのカーディー運動、スワデー
シー、スワラージ運動が非常に大きな役割を果たし
ました。ガンディーが糸を紡いでいる写真をご覧に
なったことがあると思いますが、そうやって自分た
ちで布を作ろうという取り組みをします。しかし、実
際にはなかなか作れないというわけで、ガンディー
は「ガンディーキャップ」と呼ばれる小さな帽子、こ
れだけはせめて被ろうという運動をしていきます。
実際にカーディーを作るのは職人なのですが、人々
は白いカーディーの帽子と服を身につけて、独立運

グローバル経済と
ナショナル・ドレスのファッション・トレンド
インド・ウエスタンとGIプロダクトサリーをめぐって
杉本 星子 京都文教大学総合社会学部 教授

ใ̏ࠂ

資料３－１　植民地期インドのナショナリズムとファッション─ 政治・文化・経済の関係
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１） Modi Sareeについては次のWebサイトを参照。https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&id=0B350666F9FC627BD6
CECD1C262FCB2E7709266E&thid=OIP.TJh5vNzZ9vMeiEsX65vM6wHaLw&mediaurl=https%3A%2F%2Fim.rediff.com%2
Fgetahead%2F2019%2Ffeb%2F22modi-sari5.jpg&exph=1063&expw=670&q=modi+sari&selectedindex=2&ajaxhist=0&vt=0&e
im=0,1,3,4,6,8,10
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動に参加するようになっていきます。こうしてカー
ディーの服が男性のナショナル・コスチュームにな
りました。ムスリムとヒンドゥーでは少しスタイル
が違いますが、素材がカーディーであるということ
が大事なのです。独立運動を率いたコングレス、すな
わち国民会議派の人たちの独特の政治家ファッショ
ンも、こういうなかから出てくることになります。
　しかし、カーディーというのはゴワゴワしていて
着にくいし、未亡人が着る白いサリーを想起させる
ために女性には評判が悪くて、ガンディーはカー
ディーのサリーを着てほしかったのですが、女性た
ちは拒否します。
　一方、19世紀末から20世紀初頭にサリーがファッ
ション化していきます。イギリスの植民と統治以前
はムガル帝国ですからイスラーム国家で、宮廷衣装
はムスリムの服でした。それに対抗して、イギリス
植民地政府がヒンドゥーの人たちを重用したこと
もあって、ヒンドゥーの人たちの間で広く使われて
いたサリーが流行ります。同じ頃、中国との貿易の
なかで、パールシーというグループが非常に財力を
持っていき、サリーの縁に中国刺繍を施したサリー
に洋風のブラウスを合わせるパールシー・サリーの
スタイルが、すごくお洒落であり、なおかつ伝統的で
もあるということでトレンドになっていきます。さ
らに、独立運動の中心になったベンガルのタゴール
家の女性たちが着ていたニヴィ・スタイルというサ
リーの着方が流行します。「パッルー」といわれる長
い布の端を前から後ろに流すスタイルです。それを
ラヴィ・ヴァルマーという当時大人気の画家が、女神
の絵姿にしてカレンダーに描きます。彼は映画のコ
スチューム・デザイナーでもありましたから、女優さ

んの衣装として映画の中にも登場させます。またそ
のころ、外国のものは素敵だということで、上流階級
の女性たちのあいだでフランスのシフォン・サリー
が流行ります。フランスのサリーは高いですが、ここ
で日本からそれに似ていてずっと安価なちりめんな
どがドッと入ってきて、それを使ったサリーが大流
行します。こうして1920年代にはサリーが全国化し、
標準化し、ナショナル・ドレス化していきました。
　ファッションリーダーのマハラニ、つまりマハラ
ジャの奥さんたちがサリーを着て、女子学生が着て、
そしてラヴィ・ヴァルマーがサリーを着た女神の絵
を描く（資料３－２～４）。インドの女神というのは
戦う女神でもあるので、サリーを着た女神は独立運
動のシンボルにもなっていきました。ですから、女
性はカーディーは着ませんが、女神が着るようなサ
リーを着るかたちで独立運動に参加していく。こう
してサリーは、すごくナショナルなイメージになり
ました。
　サリーを着た闘う女神の絵は独立後もずっと描か
れています。サリーのイメージの背景には、こういう
強い、インドの母としての女神が常に重なっていま
す。国民会議派の元首相ラジーヴ・ガンディーの妻
のソニア・ガンディーはイタリア人です。ラジーヴ・
ガンディーが暗殺された後、ソニアは国民会議派の
重要なメンバーになりましたが、彼女もまた、選挙の
遊説には必ずその地方のサリーを着ます。現在は、娘
のプリヤンカが政界にはいっていますが、先ほどの
Modi Sareeに対して、Priyana Sareeも出てきています。
　サリーは常にIndianessの象徴のようなところがあ
ります。カーディーがいわゆる素材としてのインド性
を表すとするならば、サリーはかたちとしてのインド

資料３－2  マハラニのシフォンサリー
出典：kumar（1999）,	p.70より

資料３－３　女子学生が着るサリー
出典：杉本・三尾［編］（2005）,	p.71より

資料３－４　サリーを着た女神
出典：福岡アジア美術館（2000）,	p.39より
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性を、着ることで表現するものになっているのです。

２．独立後の手織産業保護政策

　独立後も、手織り産業は農業に次ぐ就業人口を持
つことから、経済政策において重視され、保護されま
した。手織り産業を維持することは、労働者福祉のう
えでも重要ですし、カーディーが独立運動のシンボ
ルであったことから政治的にも重要です。また、手織
りの技術はインドの誇るべき伝統文化でもあります。
そのため、農村の小規模繊維産業部門というシルク
やコットンのハンドルームとカーディー生産が保護
の対象になり、その協同組合はずっと助成金をもら
いながら運営されていくことになります。手織り産
業の技術継承と技術発展についても、政府はかなり
支援しています。インドの国にとって、手織り産業が
とりわけ重要な意味を持っていることがおわかりか
と思います。
　今日お話ししたいのは、それが現代になってどう
変化してきているかというところです。とくに1985
年が大きな分岐点になっています。この年に、The 

Handloom Reservation and Articles for Production 

Actいう法律ができます。先にお話ししたようにイン
ドでは独立後もハンドルーム産業を守ってきたので
すが、この時期になると全体にとても衰退していき
ました。でも何とか守らなくてはいけないというこ
とで、手織りの22品目については機械生産で置き換
えてはいけないとリザーブする、そこだけを特別領
域にするわけです。その品目のなかにピュア・シル
クやピュア・コットンのサリーが入っています。そ
れには、パワールームなどが手を出してはいけない
ということです。パワールーム産業や織機のテクノ
ロジーの発展による脅威から、手織りサリー部門を
何とか守っていこうという政策です。
　1990年代になると、ラオ政権が経済自由化に大き
く舵を切って、新経済政策をとります。そして、いつ
までも手織り生産を守っていてはとても経済発展で
きないということで、リザベーションの品目をどん
どん減らしていきます。それまでは繊維産業の雇用
を守る方向でしたが、そこから輸出産業育成に完全
に舵を切っていきます。2005年には多国間繊維協定
も撤廃され、輸出もしやすくなっていくという経緯が
あって、輸出産業としてのテキスタイル産業の振興
が、インド政府の方針として明確になっていきます。

　そうしたなかで、手織りの再定義が行われます。そ
れまで手織りというのは「手で作ったもので、パワー
ルームで作られたものではないもの」という定義で
したが、ここで「ハイブリッドもあってよい」になり、
さらに「どこかの場面で手がきっちり入ってさえい
れば手織りと認めよう」ぐらいのところまで緩めた
再定義をしてしまいます。さらに、2015年ぐらいか
ら、リザベーションを完全に撤廃してしまおうとい
うパワールーム協会の強い圧力がかかってきていま
す。そういう状況のなかで、現在も手織りサリーが作
られています。

３．経済発展とサリー・ファッション

　経済発展のなかでの手織り産業を、ファッション
産業との関係から見ると、1990年代の経済開放以降、
すごく成長しています。中間層が拡大し、シルクサ
リーを買える層も拡がっていきました。このあたり
も興味深いところで、『サリー！サリー！サリー！』
に書きましたが、地方やコミュニティによってそれ
ぞれ独特のサリーの着方や素材があったものが、こ
こでさらに均質化していく。都会の大きなお店を通
していろいろなものが買えるようになって、お金を
持った中間層は、個人のワードローブをいろいろな
サリーで満たすようになっていきます。
　本当に貧しい人は数枚だけで着まわしています
が、ある程度お金がある層はサリーを20から30枚
持っているのが普通です。ちょっとお金持ちになる
と500枚ぐらい持っていたりするわけですが、その
中身が、前は儀礼用のものと普段着からなっていま
したが、そこにファンシーサリーという化繊の外出
着がたくさん加わってきます。お金持ちの奥さん
も、ちょっとした外出程度でしたらシルクでしたが、
化繊でもいいわということになって、ファンシーサ
リーの生産が伸びていきます。儀礼用はあいかわら
ずシルクですが、貧しい人たちは、一見シルクに見え
る化繊の紋織という、見た目はまったく同じものを
着るようになります。ですから、表面的にはみんな同
じようなものを着ていて、結婚式はみんなキラキラ
するみたいなかたちで、まさに中間層が拡大してい
る状況がよくわかります。
　こうしたなかで、日本の着物と同じようにサリー
離れも起こってきます。シャルワール・カミーズとい
う、もともとはムスリムの服が学校の制服に採用さ
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れて、さらには普段の外出着としても少しずつ人気が
出てきます。かつては、ある程度の年齢の女性たちは
サリーを着るものでした。初潮を迎えたら女性はみん
なサリーだったのですが、次第に「シャルワール・カ
ミーズでいいわ」という風潮になっていって、サリー
全体の需要が落ちていきます。そうすると売るほうは
必死になりますので、ブランド化を始めます。日本の
着物の高級化と並行するような感じで、デザイナー
ズ・サリーがどんどん登場してきます（資料３－５）。
　デザイナーズ・サリーといっても、サリーというか
たちは変わりません。ここでデザイナーが注目する
のが手工芸です。サリーには先染め、後染めがありま
すが、基本は織りであって、刺繍などはなかったわけ
です。刺繍はとくにムスリムの服に多用されていた
のですが、デザイナーはそれを組み合わせるかたち
で、インドの伝統のサリーに手工芸をフルに使って
いきます。そして、とくに若い人たちが結婚式の儀礼
ではKanchipuramのシルクサリーという定番を着て、
披露宴やパーティーはデザイナーズ・サリーでとい
うかたちで両方着るようになっていきます。
　こうして、もともと伝統的な刺繍職人の村にいた
職人たちが大都市に移動して、有名デザイナーに雇
われるようになりました。すごく皮肉ですが、このブ
ランド化によって、高度な手工芸が生き延びている
というのが現状です。このように手工芸のブランド
化とサリーのブランド化が並行して、新しいファッ
ションが生まれました。
　サリー・ファッションの、もう一つの変化が技術革
新によるものです。コンピューター・デザインが導入
されます。こうなるといくらでも精緻なデザインを
作ることができますので、毎年さまざまなデザイン

を競っていくようになります。お店のほうはディー
ワーリーという火のお祭りのときに、資料３－６の
ような巨大な新作サリーの写真を出します。これを

「フォト・サリー」といい、「今年はこれが売り」とい
う新しい色や模様や着方を提案していきます。こう
したプロモーションによって、普段は化繊のサリー
を着ているけれど、お祭り用に高価なシルクのサ
リーを買うようになります。
　そういうなかで Theme Sareeというものが出てき
ました。最初にご紹介した Fashionable Traditions: 

Asian Handmade Textiles in Motion では、これにつ
いてAarti Kawlraというインドの研究者が書いてい
ますので、興味のある方は読んでいただければと思
います。どんなデザインでも作れますので、ラヴィ・
ヴァルマーが描いたいわゆるインドの美しい女性の
絵画であったり、マハーバーラタの神話とか、クリ
シュナという神様とか、手の込んだ図柄のサリーが
どんどん出てきて、ものすごい値段で売られていま
す。Kawlraさんは、これを文化遺産、「ヘリテージと
してのサリー」と捉えて、“Traditionally Trendy”を
論じています。技術革新を使って、ある意味の伝統と
いうものを復活させていく。それをトレンディなも
のにして、高いサリーを売っていくという販売戦略
です。

４．地理的認証制度の導入

　こうして都会の大きなサリー店ではさまざまな
販売戦略を駆使してサリーを売っていますが、生
産地はどんどん衰退しています。そうした生産地
の衰退を何とかしたいというところから、売れれ

資料３－６　技術革新─コンピュータ・デザインのサリー
筆者撮影

資料３－５　デザイナーズ・サリー
出典：杉本・三尾［編］（2005）,	p.21より
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ばなんでもいいとコピー商品も出てきます。とく
にKanchipuramのような儀礼用の高価なサリーを
作っているところはどんどん真似されて、インド中
でKanchipuram風のサリーを作っているといった
ような状況になってきています。そこで1999年に地
理的認証法 the Geographical Indications of Goods

（Registration and Protection）を制定して、現地を
守るという政策をとります（資料３－７）。
　地理的認証制度はインドだけではなく、同時代的
にさまざまな国や地域で実施しています。日本にも
もちろんこういう制度がありますので、世界的にい
ろいろな議論ができるテーマかと思います。GI Tags

が付いたものが、インドでも1990年代終わりから
2000年代になって出てきます。ちなみに、これはサ
リーだけではなくすべての物品を対象とした制度で
すので、第一号は「ダージリン・ティー」です。
　Kanchipuramのシルクサリーはすぐに組合が申
請して、2005年からKanchipuram地域で作ったも
のしかKanchipuram Sareeと言えないことになりま
した（資料３－８）。2009年には、Banarasiのサリー
も認証されます。南のKanchipuramに対して、北の
Banarasiと言われている二大サリーの一つです。他
にもさまざまな地域が、ここでしか作れない伝統的
なサリーだとを主張して、GIタグと、Handloomマー
ク、SILK MARKといったものをつけていきます（資
料３－９、３－10）。日本の着物にもいろいろな認証書

がついていますが、同じようにタグをつけて、品質保
証をすることになります。そうしたサリーを買うと
保証書が付いてきます（資料３－11）。
　こうした動きの背景にあるそれぞれの地域の事
情についての詳しい説明は省略しますが、たとえば
Banarasiでは中国製のイミテーションが1990年代か
ら2000年代に大量に入ってきて、職人が半減するぐ
らいの危機的状況になっています。それがGI認証の
申請につながりました。KanchipuramではGI Tags

をつけてみたら、かえってその縛りがきつくて値段
が高くなってしまって、逆にそれをもっと緩めてく
れみたいな動きが出ています。やはりそれでも若者
たちは、織工をやめてどんどん工場に行ってしまう
というのが現状です。

５．モディ首相のテキスタイル政策

　そうしたなかで、現在のモディ首相のテキスタイ
ル政策が出てきています。
　彼が首相になるのは2014年です。私がこれまで
語ってきたことは、その前の国民会議派政権がやっ
てきた政策ですが、彼のテキスタイル政策は基本的
にその流れに乗っています。けれども、ここでモディ
首相の経歴を見ていただくとわかるように、彼はグ
ジャラート州の首相をしていた人で、グジャラート
は繊維産業の中心地です。しかもBanarasiのコミッ

資料３－８　Geographical Indicatioｎの例
2005年 Kanchipuram Silk Sarees, Kota Doria Sarees, Pochampalli Ikat Sarees
2006年 Madurai Chungudi Sarees, Coimbanetore Kora Cotton Sarees
2007年 Orissa Ikat Sarees
2008年 Arni Silk Sarees, Kasaragod Sarees
2009年 Banaras Silk Sarees, Uppada Jamdani Saarees
2010年 Balaramapuram Sarees
2019年 Thirubuvanam Sarees, Kandangi Saress, Venkatagiri Sarees 

資料３－７　Geographical Indication tags
出典：https://www.clearias.com/geographical-indication-

gi-tags-india/

資料３－９〈左上〉Handloom認証、
3－10〈左下〉Silkmark認証、３ー11〈右〉保証書

出典：https://www.clearias.com/geographical-indication-gi-tags-india/
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ティーの委員も経験していますから、彼は繊維産業
を気にしているというか、非常に意識しています。
　もう一つの彼の特徴として、BJP、ヒンドゥー至上
主義との近接性が挙げられます。RSSというのはま
さにBJPの軍隊みたいなところです。かなり過激な
若い人たちもけっこうRSSにいますが、モディ首相
はそういう団体のトップでもあります。彼が首相に
就いてから、インドのヒンドゥー至上主義は非常に
強くなっています。
　2017年のカーディーの組合のカレンダーに、彼は
糸車を回す姿で登場して２）、「お前はガンディーに
成り代わろうとしているのか」と大批判を受けまし
た。でも彼はまったくめげないで、「インドの国はス
ワデーシーが根本だ」と言って、ガンディーのカー
ディー政策を「新スワデーシー政策」というかたちで
引き継ぎながら展開しています。
　かつてのスワデーシーと違うところは、 彼が
ファッションとテキスタイルの輸出産業化を中心
に挙げている点です。彼はとくに、ファッションの
先進国となることでインドのテキスタイルの輸出を
増やしたいと考えています。カーディーのような手
紡ぎやサリーのような手織りの紋織技術も、輸出産
業のなかに入れています。とくにカーディーについ
ては、若者向けのファッションにすることを強く訴
え、若者たちにスワデーシー、すなわち国産品のカー
ディーを買え、それを着ろと言っています。インド
フェアがあると必ずカーディーのお洒落な製品を出
して、手織りの布を使ったファッションとインドの
テキスタイルを売り込むという戦略です。
　彼は2016年には“Khadi for Nation, Khadi for 

Fashion”、2017年には“Khadi not a cloth, but a 

movement to help the poor”と言っています。こう
してカーディーのファッションとナショナリズムを
結びつけているわけです。2019年も、デザイナーと
組んでカーディーをプロモーションをするプログ
ラムにかなりの国家予算をつけています。興味深い
ことに、一昨年ぐらいから、モディが着ているカー
ディーのジャケットが流行しています。BJP政党の
人たちはこれを「Modi Jacket」と呼び、国民会議派
の人たちはカーディーのジャケットの大元はネルー
だから「Nehru Jacket」と呼ぶべきだといった議論 
をしています。自分自身が流行を作り出す側にも
立ってしまったという面白い展開です。

６．グローバリゼーションと
　  ファッション・トレンド

　世界全体の経済や政治の動きのなかでファッショ
ンを捉えてみると、もちろんトラディショナルなも
のもありますが、若い人たちはやはりグローバリ
ゼーションのほうに関心をもっています。サリーや
シャルワール・カミーズを着るとしても、西洋のドレ
ス的な着こなしをするIndo-Westernというものが流
行っています３）。
　Indo-Westernのなかには、Fusion Saree４）と呼ば
れるものもあります。資料でお見せしている写真を
見ると、たしかにサリーだけれども、完全にヨーロッ
パのドレス的な着方です。下に履いているパンツも
ネットです。
　Indo-Western、Fusion Saree、そして2016年ぐら
いからはPant Saree５）というかたちが出てきていま
す。サリーとパンツを組み合わせる。足を出さない
ということは、現在でもインド女性のたしなみとし
て重要です。西洋服が大量に入ってきて、ジーンズ
も大流行しますが、ミニスカートはあまり流行しま
せん。現在ではインテリの女性はほとんどがパンツ
ルックです。あるとき何人かの大学教員の友だちと
話をしていて、ふと気づくとシャルワール・カミーズ
を着ているのは私だけで、インド人はみんなパンツ

資料３－12　Narendra Modi（1950～）首相の経歴

2001～
2014年

Chief Minister of Gujarat
The Member of Parliament for Varanasi 

2014年～ Prime Minister of India

● A member of the Bharatiya Janata Party (BJP) and of 
the Rashtriya Swayamsevak Sangh (RSS)

● A Hindu nationalist volunteer organisation

２） 2017年のKhadi Village Industries Commission（KVIC）のカレンダーについては次のWebサイトを参照。https://www.rediff.
com/news/report/protests-as-modi-replaces-mahatma-gandhi-in-khadi-commission-calendar/20170113.htm

３） Indo-WesternスタイルおよびIndo-Western Lookについては次のWebサイトを参照。https://www.pinterest.jp/pin/ 
448882287858234055/、https://www.southindiafashion.com/2018/07/different-modern-saree-wearing-styles.html

４） Fusion Sareeについては次のWebサイトを参照。https://www.pinterest.jp/pin/537828380492657784/

５） Pant Sareesについては次のWebサイトを参照。https://www.southindiafashion.com/2016/06/glamorous-ways-wear-pant-style-
sarees-look-like-fashion-diva.html
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ルックだったという、それぐらいインテリ女性は普
段はパンツルックで、儀礼のときだけサリーです。
　若い人はパーディーや儀礼のときもパンツルック
と合わせようというわけで、必ずしも西洋的なもの
だけではなくて、いわゆるチュリダールというムス
リムの人たちが着ていたパンツを履くことがありま
す。また、かつてはバラモンが非常に長いサリーをパ
ンツ風に巻き付けていましたが、それをちょっと短
くして着るとか、あるいは完全に違うかたちで着る。
こういったファッションが若い人たちの注目を集め
ています。Mix and Match６）ということで、Anarkali

というある地域の民族衣装の上着とサリーを組み合
わせているものもあります。
　ここまで見てきたのは、ほとんどがヒンドゥーの
人たちのファッションですが、そうしたトレンドに
対してムスリムの人たちのファッションはどうなっ
ていくかということが気になっています。イスラー
ム世界の全世界的な保守化の動きを受けて、インド
でも2000年代に入ってから、黒いブルカを着る人た
ちが増えてきました。昔ももちろん着ていましたが、
宗派によって色が違って、白であったり、カラフルな
色も多かったのですが、今は黒が増えてきています。
　しかし、ムスリムといってもインドは広いので、西
ベンガルや南インドでは普段着はサリーです。で
すから、ブルカの下には色とりどりのサリーを着る
というのがもともとの着方でした。2010年にイス
ラーム系の学校で、ブルカを着ていない女性教師が
吊し上げを受けたという報道がありましたが、その
ことでもわかるように、イスラームの人たちがファ
ンダメンタルな傾向にかなり行っているというのが、
2010年代以降の傾向です。

　ところが、近年になって出てきたのが Sarees with 

Hijabです７）。イスラームの人たちが外に出るときに
は、上にブルカをかぶっていたわけですが、こうし
たかたちでヒジャブをかぶればサリーを着て外に出
られるというわけです。自分がインド人であること
を強調しながら、やはりイスラームのアイデンティ
ティも主張していく。これが一昨年ぐらいからかな
り流行して、ファッション雑誌にもどんどん出てき
ています。
　そのなかでも興味深いのが、ケーララ出身のマ
レーシア在住のインド人の女の子が結婚式で着てい
る服です８）。結婚式では、海外に行ったインド人も自
分のルーツの儀礼服を着るわけです。ケーララには
GI認証も受けているケーララ地方特有のサリーがあ
りますが、それを着てヒジャブを着けています。
　在外インド人とインドの関係は、経済開放以降政
治的にも注目されています。PIO（People of Indian 

Origin）というのは「印僑」と呼ばれる海外に古くか
らいる人たちで、NRI（Non-Resident Indians）とい
うのがわりと最近になってから国外へ出て、インド
国籍を持っている人たちです。PIOは現地の国籍に
なっています。2,000万と言われる在外インド人のな
かには成功している人もたくさんいますから、1990
年代末から2000年代初めにかけて、PIOに対して
OCI（Overseas Citizen of India）、選挙権はないけれ
ども投資はできるし、行ったり来たりも自由な、ほと
んど二重国籍を認めるような政策を出して、彼らの
資本を本国へ引っ張り込もうという政策を進めてい
ます。また、「在外インド人の日」を設けてお祭りを
したりもしています。
　私はモーリシャスやマダガスカルでインド系住民

６） Mix and Matchについては次のWebサイトを参照。https://blog.mirraw.com/2019/02/28/10-mix-and-match-indian-ethnic-wear-
ideas-to-get-indo-western-look/

７） Sarees with Hijabについては次のWebサイトを参照。https://stylesatlife.com/articles/indian-hijab/

８） 詳細については次のWebサイトを参照。https://www.malaymail.com/news/life/2019/08/22/bridesmaid-rocks-hijab-with-
traditional-malayalee-saree-for-friends-wedding/1783138

資料３－13　現代インドのナショナリズムとファッション─政治・文化・経済の関係

在外インド人の増加
インド伝統文化熱
結婚式衣裳需要

●インド・ウエスタン
●サリー with ヒジャブ

GI認証
●「手織」のブランド化
●「地域」のブランド化

モディ首相の新スワデーシー政策

↓

経済自由化
グローバル化
中間層の拡大

政府の
手織産業振興政策

手織サリー
生産地

サリーファッション
&消費動向
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の調査をしていましたが、10年以上前、そこの人た
ちはインドに行ったこともないし、長年本国とほと
んど離れていて、まったく独特のヒンドゥー教を信
仰していました。しかし、このころからインドと太い
パイプを作って、行ったり来たりするようになり、在
外インド人の間にヒンドゥー文化、踊りや音楽、儀礼
に対する関心が高まっていきました。そうした在外
インド人の多いところが、現在、インドの老舗サリー
店のオンライン・ショップのマーケットになってい
るわけです。
　実際に、老舗のサリー店がロンドンやアメリカの
大都市に支店を持つことが本格化しています。それ
とモディ首相のナショナリスティックなスワデー
シー政策、 ファッションのIndo-WesternやSarees 

with Hijabの流行が連動している感じもします。経
済自由化、グローバル化、中間層の拡大のなかで、政
府の政策と、産地が何とかして生き延びようという
動きと、マーケティング、ファッショントレンドが、
このようなかたちで絡んでいるというのが現状です。

おわりに

　最後に、この研究会のテーマである現代世界のナ
ショナリズムとファッションについて改めて考えて
みたいと思います。20世紀のナショナリズムという
のは、外国対自国という対立の構図の中で現れてき
ました。自国とは国民国家、ネイション・ステイトで
すから、ナショナルドレスはネイションの象徴でし
た。そこにサリーやカーディーが登場したわけです。
しかし21世紀のナショナリズムは質が違ってきてい
て、グローバルな空間とナショナルな空間が、ある意
味で通底している。実際にナショナルな空間は多民
族・多文化化している。その一方、グローバルな空間
のなかで自国・自民族中心主義が主張され、国内でも
自民族中心主義が強調されて、排他的になっている。
先ほど言ったRSSというヒンドゥー至上主義団体
の若者たちは、みんなカーディーの帽子をかぶって、
カーディーの服を着ています。それと同時に、モディ
首相が「ファッションでインドを売ろう」としていま
す。民族衣装のワールド・ファッション化です。ちょ
うど、民族音楽のワールドミュージック化のような
ことが、ファッションでもさまざまなところで起き
ている。そこにもカーディーがまた登場したりする。
　私はマレーシアのインド系の子のSarees with 

Hijabが典型的な例ではないかと思うのですが、一
人が多重なアイデンティティを持っていて、そうし
たアイデンティティの一つの表象としてのエスニッ
ク・ドレスという役割が、現代において出てきている
のではないでしょうか。ファッションとしてのエス
ニック・ドレスというものは、一方でものすごくナ
ショナルなのだけれども、しかし、それがファッショ
ンである限りナショナルをすり抜けてしまうもので
もある。そういうことが世界全体で起きているので
はないかと思います。
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■質疑応答

、ձʣ　三つのお話が重なってきていますが࢘ֆඒʢ౻ޙ
どうでしょうか。インドの新しい情報もたくさんい
ただきました。
ढ़　たいへんおもしろい、興味深いお話でしࢤو
た。勉強になりました。一つだけ教えてほしいので
すが、GI Tagsを認定するという仕方についてです。
こういうことをすると、すぐ地域性で紛争が起こり
そうな気がするのですが、そういったことに対して、
どのような保証や機構があるかについて教えてくだ
さい。
ਿຊࢠ　本当にそこは難しいところです。まず法
律ができて、その後、中央政府が南インドのチェン
ナイにGeographical Indication Registryという大
きな組織を作りました。ここが受付をして、調査や
調整をします。たとえばBanarasiサリーの産地に
は中心地がありますが、さらにそこから広がった地
域でも作っていますので、どこで線引きするかとい
うのはまさに死活問題です。そのあたりの調整や
調査をこの組織がやることになります。最近では
Kumbakonamのサリーが認定されました。ここは私
の調査地でしたが、認定に６年かかりました。調整に
すごく時間がかかったのだと思います。
。紛争になって裁判になることはありますか　ࢤو
ਿຊ　あり得るかもしれませんが、そこまで調査が
できていません。ただし、Kanchipuramなどを見て
いると、「この路地のここまでが範囲だ」と決めてい
ても、その路地の向かい側でパワールームで作って
いるんですね。ここが微妙で、向かいですからね。イ
ンド人らしいというか、そういう賢いやり方でやっ
ているところもあるかなと思います。裁判というよ
りも、打開策をそれぞれがしているのかなという気
もします。
もう一つ教えてほしいのが、ハンドルームア　ࢤو
クトが1985年にできて、それが2015年頃には機械
での置き換え不可というリザベーションが廃止され
て、パワールーム協会がかなり政治的圧力をかけた
ということでしたが……。
ਿຊ　まだ廃止されてはいません。ずっと圧力をか
けて、ここはまさに裁判沙汰になりそうな戦い方を
しています。他の品目はほとんどはずされましたが、
手織りシルクサリーは必死に守っている。実質的に
は、ハイブリッドルームが認められましたから、手織
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りと言いながらマシンメイドにかなり近くなってき
ているのが現状です。だからリザベーションにする
意味はないだろうという状況にはなっています。
ଳ୩Մ　たいへん興味深くうかがいました。あり
がとうございます。おそらくサリーというのはド
メスティックな市場が多様で、強くてということだ
と思いますが、たとえば欧米の有名ブランドなどが
サリーを作り、市場に参入していることもあるので
しょうか。
ਿຊ　先ほど資料として出したマハラニが着ていた
のはフランスのデザイナーのサリーですが、そのよ
うに欧米の方に注文するときもあります。いまエル
メスがシルク・スカーフの技術を使ったサリーで、イ
ンドに売り込みをかけています。成功するかどうか
はわかりませんが、すごく話題になっています。
ཧܙ　ネルー・ジャケットあらためモディ・ジャ
ケットという話がありましたが、 お洒落なカー
ディーというのはどんなものですか。
ਿຊ　持ってくればよかったですね。ネットを見て
いただくと、すぐ出てくると思います。まさに「こう
いうカーディーの着方もありだよね」みたいな……。
　カーディーでもサリーを作るということですか。
ਿຊ　カーディーでもサリーを作ります。もともと
独立運動のときに、 ガンディーはカーディーのサ
リーをみんなに着てほしかったわけです。
　それはボテッとしていたわけですね。
ਿຊ　薄くてもゴワゴワしているんですね。あのこ
ろからずっとサリーは作り続けています。カーディー 
を作るコテージ・インダストリーは、サリーも重要な
売り物にしています。ワードローブの中には、お金持
ちなら一つぐらいは持っているかもしれません。
　カーディーというと、勝手に、生成りで色がなく
てものたりないというイメージを勝手に持っていた
のですが、ぜんぜんそうではないということですね。
ਿຊ　新しいものは、いろいろな色をつけていたり、
着方もいろいろにしていたりします。
　本来はコットンですか。
ਿຊ　コットンが基本です。独立運動を率いて最初
の首相になったネルーは、ものすごくお洒落でお金
持ちの出身なので、 カーディーのコットンのゴワ
ゴワが嫌だったのですね。ですから、「シルクカー
ディー」みたいな言い方をして、「手紬で手織りなら、
みんなカーディーだ」みたいな……。基本はコットン
ですが、インドで作ったシルクで、中国シルクではな

いということで……。ただし、普通は手紡ぎで手織の
シルクはカーディーとは言わないです。カーディー
は、やはりトラディショナルにはコットンです。が、
シルクのカーディーもファッションの場ではすごく
出てきています。
　もう一つ、初潮を迎えたらサリーを着るのですか。
ਿຊ　もともとはそういう雰囲気がありました。そ
れまではハーフサリーといって、ブラウスとスカー
トの上に、半分ぐらい長さの短いサリーをまとって
いました。それが高校生の制服だった時代がありま
すが、それはダサいということで、ハーフサリーはほ
とんど見られなくなりました。今では、シャルワー
ル・カミーズというイスラーム系のクルタが制服に
なっています。現在はかなりの年齢の人までそれで
育っているので、サリーは着物と同じで着にくいと
いうことで、普段はほとんどそちらを着ています。
　いまサリーを着るのは、特別な場合だけですか。
ਿຊ　そんなことはないです。普通でもけっこう着
ていますが、都会のエリートはパンツスーツになっ
ています。でも田舎へ行けば、おばさんたちはみん
なサリーです。いまだにかなり着ています。大都会
のエリート層は着なくなったし、若い人は着られな
くなってきていますが、田舎はやはり依然としてサ
リーかなと。少なくとも結婚したらサリーが基本だ
ろうというのは、常識的にはまだかなり根強いかと
は思います。
　途中で普段着用、外出用、儀礼用のサリーができ
たというところが非常に興味深いと思いました。こ
れは少し前ということですか。
ਿຊ　化繊サリーが一般の普段着サリーとして、普
及しています。逆に手織りのコットンのサリーは、GI
タグをもらってお洒落着になるような、そういう傾
向があるといえるような感じになっています。
グローバリズムとファッション・トレンドと　౻ޙ
いうお話は、何年ぐらいのことですか。
ਿຊ　経済開放後、とくに1990年代の終わりぐら
いには、そういう雰囲気になっていました。早くは
1980年代後半です。これについて有名な女性雑誌
を分析したことがありますが、かなり早い段階から
MIXのファッションなどが出てきています。ナショ
ナリズムのファッション自体、「ヨーロッパ・ファッ
ション」対「自分たちのファッション」という関係性
のなかから生まれましたから、ある意味では、そのこ
ろからIndo-Western的なものはある。ただし、ファッ
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ションとしてIndo -Westernがバーンと出てくるの
は、1990年代終わり、2000年代が一番かなという気
がします。
エジプトのヴェールのファッション化と時期　౻ޙ
的にちょうど重なるので、興味深いなと思いました。
ありがとうございました。
フϩΞ͔Β　先ほど、同じエスニック衣装である着
物への言及がありましたが、着物については、たとえ
ば先日ハリウッド女優のキム・カーダシアンが、「キ
モノ」という名前のブランドの下着を出して、欧米人
が表象するキモノと実際のキモノとのずれがグロテ
スクだということで、業界団体なり、着物好きの方か
ら抗議を受けるという事件がありました。その彼女
が出した下着のブランドに「キモノ」という名前を付
けた理由として、自然であるとか、着やすいとか、女
性がのびのびしやすいとか、そういうイメージを出
したいがために、キモノというブランド名を付けた
ということでした。キモノに対して欧米人がそのよ
うに利用しているということがありますが、サリー
について欧米人はどのような表象を持っているので
しょうか。あるいは向こうの有名人などが身につけ
て、これが異文化に対する理解があると周りに見ら
れるとか、そういう事例があればお教えください。
ਿຊ　キモノについては小形さんがご専門だと思い
ますが、サリーに関して言いますと、先ほどモディ首
相が「ファッションを売る」と言いましたが、インド
では安倍首相が言い出すよりももっと前に、ファッ
ション・テクノロジーに注目し、ファッションの専
門学校を作ってデザイナーを積極的に育てています。
そのなかでイギリスやアメリカで活躍しているデザ
イナーがけっこういます。そうしたデザイナーのお
客さんである女優さんや貴族の奥さんなどは、その
デザイナーがデザインしたサリーを着てパーティー
に登場することもときどきあって、それも話題に
なったりしています。
　着物と違うのは、着物はある意味で、部屋着とか下
着的なかたちで欧米に入った経緯がありますが、イ
ンドのサリーはむしろ布として入りました。カル
カッタあたりでサリー用に作られていた非常に薄い
チンツが送られて、向こうで洋服に作られるという
かたちの入り方です。サリーそのものではなく素材
で行っているわけです。なので、かなりそこは違うか
なと思います。
フϩΞ͔Β　欧米人のサリー着用の需要もあるので

すか。
ਿຊ　先ほどの、 お金持ちのパーティー着で話題
になるぐらいです。前に「装うインド（Fashioning 

India）」という展示を国立民族学博物館がしたときに
は、欧米の人たちのまなざしから見たサリーという
ものも論じました。でもサリー自体は、アジアのもの
というイメージは変わっていないのかなと思います。
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　私は20世紀東アジアのメディア、コミュニケー
ションを中心に研究していますので、今日のコメン
トもそういう立場から申し上げます。どうぞ、よろし
くお願いします。

日中の文化的連動性を止揚して
日常的な衣装を論じる意義

　今日の劉さんの報告について、まずプラス面から
申し上げます。日中両国の服飾文化史研究では、中山
服の事例に見られるように、いかに日本の影響が中
国にあったかという文化的連動性、文化的影響のな
かで論じられることが多いです。ですが、劉さんの場
合は、それをある意味否定して、そうした連続性の検
証ではなく、機能としての服装という面に着目して、
服飾、とくに学生服の伝播の道筋を示すことで、日中
間の越境性を論じるという点に着眼した点を評価し
たいと思います。私も、資料的根拠のない文化的伝
播論ではなく、モノそのものから、越境的な相互影響
をとらえるという点にとても同感している次第です。
こうした視角の研究は、東アジアにおいては、フォー
マルな衣服や上流社会の衣装などではときどき論じ
られることはありますが、学生服のような、いわば
日常的な衣装について論じる研究は驚くほど少ない。
そういった点ではかなり斬新な研究になり得ると思
います。

比較の枠組みの精査と
さらなる検証の深化に期待

　ただ、残された解題も、いくつかあると思います。
まずは、日本、中国、シンガポールを比較しているの
ですが、比較の基準がよくわからないということです。
コンパラティブ・スタディをするのか、あるいはトラ
ンスナショナル・スタディのなかで話をするのかとい
うことが見えないものですから、お話が羅列的になっ
てしまっていました。個人的には、中国に絞ったほう
がよかったのではないかという気がします。
　また、比較論を進めるにあたって、歴史的観点が弱
いとも思いました。とくに、使った資料が清末から民

国初期の資料なのですね。なぜそういう資料を使う
かといいますと、その時代に中国における教育の近
代化、学制、学校制度が普及・導入されていくからな
のですが、導入されたからすぐ変わるものでもない
のですね。私が考えるには、実際にそうした変化が見
えてくる最初の転換期は、やはり1910年代末の五四
運動のときだと思いますし、そのあとは中国国民党
が政権党となる1928年以降ではないかと思うので
す。少なくとも近代では。写真資料を使う限り、その
あたりをきちんと押さえておかないと、表象という
よりは、表面的な事象を印象論的に理解したつもり
になってしまうと思うのです。
　では、学生服のような衣装の変化をどのように捉
えればいいかと申しますと、まずは官と民とをきち
んと分けましょうということです。中国の場合、大半
は書院や義塾という民間の寺子屋ですね。国立の学
校と違って、こうした民間の私塾では政府が指定す
る制服は着ないだろうということです。次に、地域性
の違いというものもある。つまり、当時の中国で教育
制度が進んでいたのは、長江流域と、天津や北京のよ
うな北方の大都市、さらには広州といった最南端の
都市にすぎず、それら以外の地域と比べて、どの程度

「制服」が普及していたのかを検証する必要があると
思うのです。
　例えば、日本の場合でも、明治以降の学生の近代化
のなかで、学校の制服については制度化されていく
わけですが、実際には1945年ぐらいまで制服を着て
いたのは一部学校だけでした。ほとんどが昔ながら
の衣服に袴をつけたような服であった。なにぶん、制
服は高いから買えなかった人も多かった。そのあた
りの日本の状況を知ると、戦前の日本が学生みんな
制服を着ているという幻想はなくなり、さらに中国
の制服の浸透状況もわかってくるのではないかと思
います。軍服でさえ、統一されるのは、中華人民共和
国成立以降なのですから。
　劉さんの報告で欠けている点は、分析の枠組みの
ように思います。杉本先生の報告は政治、経済、文化
に着目して、時代の総体から衣服を考えようとされ

コメント１
貴志 俊彦　京都大学東南アジア地域研究研究所 教授
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ていましたし、小形さんの報告では和服の技術面の
展開に注目されていました。衣服の文化史を考える
には、お二人の報告で提示された四つの側面を踏ま
えながら、衣服の機能や変化を考えていく、そうした
方法論といいますか、枠組みを大事にするといいと
思います。衣服の変化を写真というメディア媒体で
検証するという方法をさらに進めるにあたって、こ
うした四つの側面を同時に議論すると、ご自身の主
張がよりはっきりさせることができると思います。
　ただ、そこで注意しなければならないことは、私た
ち研究者はつねに「関係性」を求めたがるという点で
す。それを明らかにすることが仕事なので、仕方がな
いこともあるのですけども。とはいえ、関係性がない、
あるいは関係性が希薄なものまで結びつけてしまう
議論も、なかにはある。最初にお話しした中山服と学
生服の関係についても、根拠のない議論が横行して
しまっている。安易に関係性を見いだすよりは、衣服
という文化媒体が置かれた時代性をしっかりみきわ
めることが大事だと思います。これは研究者の姿勢
としてたいへんな重要なことです。「関係性がない」
と言うのは勇気のいることですし、論拠のいること
ですから、ないことはないとしてきちんと言うこと
は大事だと思います。その点について、劉さんの研究
者としての姿勢には感銘を受けました。

「着物を作り替える歴史」という観点
──小形氏、杉本氏報告について

　つづく、小形先生の報告でも、考えるべき課題が一
点あるのではないかと思いました。着物をとりあげ
る場合、作る歴史だけではなく、作り替える歴史とい
う、そういう観点も必要ではないかと思うのですね。
ご存じのとおり、和服には表地と裏地というものが
あります。われわれが幼少のときもそうですが、母は
着古したら、裏地を座蒲団やおしめに使ったり、表地
は男性用の着物に作り替えたりというように、いろ
いろと作り替えていく。着物のおもしろいところは、
作る歴史と同時に、作り替える歴史があるというこ
となのですね。着物を消費文化に落とし込むのでは
なく、日常生活の場における機能という点にも注意
を払うべきではなかったかと思いました。日常的に
着物が使われる、日本の最後の時代を見聞した身と
しては、そう思うのですね。そして、もう一つの課題
は、着物に描かれたデザインの変化という面を加え
ていただけると、もっとおもしろかったなと思いま

す。やはり服ですので、杉本先生が指摘されたように、
デザインや、描かれているものがどのように変化し
ていくのかという点は見過ごせないと思います。そ
ういった点を踏まえていただくと、より豊富な議論
ができるのではないかと考えます。
　杉本先生の報告については、ただもう勉強したと
いうことにつきます。このプロジェクトにおいても、
有益な分析枠組みを提示されたと、個人的には思っ
ております。以上です。
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　私は服飾史を研究しています。本日はたいへん興
味深いお話をありがとうございました。まず小形さ
んの報告については、着物をファッション論や社会
学できちんと研究していただくことが重要で、そう
していただきたいと思っていたので、このような研
究が出てきたことはありがたいというか、うれしく
思いました。着物というのは「日本の伝統的な民族衣
装」とされ、別枠のような研究のされ方をしてきまし
た。「ちょっとまずいことを言ったらやばいんじゃな
いか」とか「うるさい人に怒られる」みたいな感じで
別枠みたいに扱われてしまうことが多いので、それ
をなくして、社会学とかファッション論の立場から
研究していただけることは、新しい動きでもありま
すし、とても重要だと感じました。感銘を受けたとい
うのが大きな感想です。

時代を代表する着物の諸相のなかで
重なり合いながら前面に出るものは何か

　今日のお話をうかがって、貴志先生から「男性はど
うだったか」というお話もありましたが、今日のお話
はジェンダー論にもなっているような印象を受けま
した。着物が（男性ではなく）女性の生涯を描くとか、
ジェンダー論的な見方というか、まとまり方もある
のかなという感じでうかがいました。たいへん興味
深く思いました。
　細かいことで言いますと、1990年代以降の時期を
コスプレ期みたいな感じで位置付けられたのかなと
思いますが、たしかにそういう動きが近年では顕著に
なってきました。確認してこようと思って忘れました
が、1990年ぐらいでしょうか、鷲田清一さんが「現代
の着物はコスプレになっている」と言ったことがあ
りました。それはたしかにそうかなと思いますが、一
方で私の個人的な興味で言いますと、前回この会で
お話ししましたが、植民地時代の台湾や、もっと前の
東南アジアなどでも、写真館で着物を着て写真を撮
りましょうみたいなコスプレ的な要素はありました。
昔からそれこそジャポニズムの流れもあるわけです
し、先ほど西洋の人はというお話もありましたし、最

近の京都観光のなかで見られる顕著な例はあります
が、ジャポニズム以来ずっと世界各地であったもの
かなと思いました。
　もう少しそのあたりで進めますと、最後のまとめ
のところで四つの時期に分けておられます。もちろ
んコスプレもそうですが、「芸術作品としての着物」
というものも、日本で最初の着物関連分野の人間国
宝は1950年ぐらいだったかと思いますし、もちろん

「生活着としての着物」のときも「正装としての着物」
は存在したので、これは重なりながらずっと流れて
います。そのなかで特徴的なものを取り上げて時代
区分をされたと思いますが、そのあたりの重なり合
いながら前面に出てくるものが何かみたいなかたち
で見せていただくと、より深みが出るのかなと思い
ました。

着物とナショナリズムとの関係をどうみるか
─「民族」の強調の起源と右傾化

　あと、私の興味で申し訳ないですが、ちょっと気
になってしまうのが民族主義との関係です。杉本先
生の話でも出ていたと思いますが、民族主義とかナ
ショナリズムと着物との関係はすごく気になります。
今日のお話では、もちろんないものねだりで、「そん
なことには興味がないから、やりたくない」というこ
とかもしれませんが、個人的には気になってしまい
ました。
　そのことで言うと、資料にある鶴見俊輔の文章で
私が気になったのが、「魂の遍歴」とか「素材ととも
に霊が動いて」とかいう言説は、「何だこれ……」と
思って、着物にこういう思い入れみたいなのをする
というのは、いったい何なんだろうと思いました。

「着物でないと日本人の心は語れません」とか言い出
す人とか、「着物には日本民族のDNAが……」みたい
な、そういう言説はいったいどこから出てきたのか
というのが私個人はとても気になるので、何かご示
唆があればお教えください。
　そのような観点からみると、「おそろいのきものに
晴れの日の喜びもひとしおです」というキャッチコ

コメント２
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ピーがついた新聞広告も、じつは続いていると思い
ます。小形さんの今日の整理のなかでは新しい時代
ということですが、「娘と母とおそろいの着物を着
ます」とか「日本人として続いていく何か」みたいな、
そういうものはいったい何だろうかと思います。他
にも『美しいキモノ』の読者ページの「三人の子供の
育児に追われ……羽織。いつまでも大切に着ようと
……」といった言説は、いったい何だろうかというの
がすごく気になっています。それを明らかにしたい
と思っていろいろやっているうちに私の研究は変な
ことになってしまって、なかなか答えは出ませんが、
何かご示唆があれば教えていただきたいと思います。
　全体を絡めてみる努力をしてみますと、中国のと
ころでも、習近平と唐装との関係とか、インドのとこ
ろでもモディ政権との関係とか、そういうナショナリ
スティックななかで、やはり着物が前面に出てきたと
いうのは、日本の政権が右傾化していることとパラレ
ルではないかと思っています。ですから、安倍政権な
りオリンピック誘致なり、そのことと着物コスプレの
繁栄とは関係があるのかないのか。あると考えるのは
考え過ぎなのか、そのあたりも教えていただければ
と思いました。
　最後のまとめを見ると、いま１週間の服をレンタル
できるというお話があって、それは着物に限った話で
はないということですが、今日のお話は着物に限った
話なのかどうなのか。着物により特徴的に表れている
だけであって、洋服も含めた衣服全般の話なのか、そ
うではなくて、着物でないとこうはならないという話
だったのか、そのあたりが少しわからなくなってしま
いました。作るということについても、かつては洋服
のほうでも家庭裁縫が盛んだったので、着物に限っ
た話ではないのかなと最後のところで思いましたが、
そのあたりもお話があればお願いします。

台湾で学生装はいかに受容されたか
日印の地域認証法の違いは何か

　劉さんのお話は、少し前に東京でも、今日とは違
う角度でしたが聞かせていただいて、すごく知りた
かったことですし、興味深くて、わくわくしながら聞
いていました。体操服がきっかけになるというのは、
イギリスや日本の女子制服もそうですし、共通点は
あるし、おもしろいなと思って聞いていました。貴
志先生のおっしゃるように、日本、中国、シンガポー
ルというのがバラバラだというのはたしかだとは思

いますが、ここでシンガポールを持ってきて、シンガ
ポールはこうだったと聞くことによって、深まりと
いうか関係性というか、素人にとっては地域的広が
りを持って聞けたので、だったら台湾はどうだった
のかなとかいろいろ思って、興味深く聞かせていた
だきました。ありがとうございました。
　杉本先生のお話もとても興味深かったです。地域
認証法については、時期はインドのほうが遅い気が
しますが、日本のさまざまな制度とどう違うのかが
気になりました。日本の場合は、認証したことによっ
て、たいてい行き詰まって、固まってしまっている
みたいな事例、つまり、裏目に出ている事例のほう
が多いのではないかと思います。最後に名言をおっ
しゃっていて、感動しました。ファッションである限
りナショナルをすり抜けてしまうという、これは名
言として壁に貼っておこうと思いました。感動しま
した。ありがとうございました。
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　私は最近、ソ連解体後のウズベキスタンで、イス
ラーム・ヴェール着用問題がどのような文脈と意味
を持っているのかについて関心を持って研究してい
ます。近年では、社会において「見えるべき服装」と
してどんな服装が正しいのかという議論のなかで、
たとえば統一制服を作ろうという動きも出てきます
し、市場経済がどんどん入ってきて、ファッション産
業がたいへん活性化してきている状況があります。
　また、ウズベキスタンには伝統的な、たいへん色鮮
やかな絹絣があります。これは日本の紬や絣のよう
に、糸の状態で模様に合わせて印を付けて染め分け
てから織るかたちのもので、世界的なファッション・
ブランドがこれに目を付けたのがひとつのきっかけ
になり、国内でもたくさんデザイナーが生まれ、伝統
工芸を生かしたファッションを提案し始めています。
ですから、今日のいずれのお話も少しずつ引っ掛か
る部分があって、たいへん参考になりました。ありが
とうございました。

「伝統」を疑うことの重要性
─「いつからか」を常に問うこと

　個々のご報告に対してというよりは、全体的に気
が付いたことを３点挙げさせていただきます。まず、
やはり「伝統的な衣服」とか「伝統的な服装」という
ときの「伝統」という言葉の使われ方に、私たちはよ
くよく気を付けなければいけないとあらためて思い
ました。「伝統」や「伝統的」を使わずにどう表現す
るかはとても難しいですが、自分たちがそれらの言
葉を使うときも気を付けなければいけない。それは
いったいいつからの「伝統」なんだろうということを
常に問い、疑ってみなければいけないなということ
が、ますますよくわかってきたように思います。
　ちょうど2019年11月の地域研究コンソーシアム
の年次集会シンポジウムで、愛知大学国際中国学研
究センターの周星先生が報告され、私にとってはた
いへん印象的だったのですが、現在の中国で学生さ
んたちの自主的な運動のようなかたちで「漢装」がた
いへん流行していることを知りました。彼らは、いわ

ゆるチャイナ・ドレスやチャイナ・スーツが中国の伝
統服なのではないという主張をしているのですね。私
たちも一般的にはチャイナ・ドレスやチャイナ・スー 
ツを中国のナショナル・ドレスだと安易に思いこんで
しまっていますが、じつはそれは漢族の服装ではなく
満州族の服装で、もっとさかのぼればユーラシア大陸
の遊牧民的なルーツにも通ずるものだということを、
そのご講演を聞いてあらためて認識したわけです。日
本の着物についても同様で、たとえば「振袖」に「ふ
くら雀」を結ぶスタイルの晴れ着はいつからの「伝
統」なのかなど、おそらく問い直してみるべき例はた
くさんあるだろうと思います。

ナショナル・ドレスは
いつ誰が着るものか

　杉本先生のお話では、ナショナル・ドレスとして
のサリーの歴史と現在という観点がとても興味深く、
私のウズベキスタンに関する研究の関心とも重なる
部分があると思いました。サリーの場合は、日常着で
もあり、ハレの衣装にもなるというところで、ナショ
ナル・ドレスとしての存在感が確固たるものとして
あるのではないでしょうか。現在においても基本的
にはそうだとすれば、そのような位置付け、つまり日
常着でもあり、ハレの衣装でもありうるナショナル・
ドレスは、もしかしたら現代の世界ではあまりない
のかもしれないとも思いました。
　ウズベキスタンで、民族衣装として特徴的な、「こ
れがウズベク人の民族衣装です」というようなもの
が現在どこで着用されているかというと、結局のと
ころ民族舞踊団などの舞台衣装になってしまうので
はないかと思います。結婚式などでは、民族衣装的
なものを現代風に着るよりも、豪華な西洋風のウェ
ディング・ドレスのほうが流行っています。しかも
それが市場経済化の中で発展してきた結婚関連産業
と結びついて、花嫁はいくつかのサロンでエステ、ネ
イル・アート、メイク、ヘアセットなどを済ませ、ま
るで女優のような派手なメイクと髪型で、華やかな
ドレスに身を包み、新郎と一緒に世界遺産などへ出

コメント3
帯谷 知可　京都大学東南アジア地域研究研究所 准教授
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かけてフォト・セッションをやったり、ビデオ撮影を
するというのが、最近の流行になっています。
　ですから、ウズベキスタンでの民族衣装のあり方
というのは、一方で、ヒジャーブ着用に象徴されるよ
うなイスラーム的な装いをやめさせようとする動き
がありますが、それでは一般市民がいつ民族衣装を
着るのかというと、意外に胸を張って着られる場面
は想定しにくいのです。これは日本にとっての着物
もそうかもしれません。

着物リサイクルと「着物フリーク」を
どう位置付けるか

　小形さんへの質問のような形で、もう一点、思いつ
きではありますが、着物については最近、もしかした
らリサイクルが以前よりも活発になっているのでは
ないでしょうか。「ご家庭に眠っている着物をお譲り
ください」というような広告を見かけることがよく
あります。貴志先生のコメントにありましたように
家庭で着物が他のものに作り替えられることもあり
ましたが、それとは別に、誰か別の人に、着物のまま
渡って使われていくということもあって、それなり
の市場があるのだろうと思います。コスプレの方向
に関心を持つ人たちが現象として際立つ一方で、着
物フリークと呼ばれるような人たちもひそかにいま
すね。たとえば紬を着て日常を過ごしましょう、とい
うような運動をしている人たちがいたり、日本の手
仕事への関心などから、着物関連のものに熱意を持
つ人たちも一定程度いるように思います。そういう
人たちは、数的に把握することは難しいのでしょう
か。コスプレに行くような人たちに対して、そういう
人たちがどのように位置付けられるのかを考えてみ
るのもおもしろいかなと思いました。

ローカルな要素がナショナルをすり抜けて
グローバルな要素と直結する現代

　三つ目は、装いをめぐる21世紀的な要素として
─それはおそらくグローバルな規模でのいろいろ
な動きと絡むことが特徴なのだろうと予想しますが
─やはりナショナリズムの世紀であった20世紀
にはナショナリズムや建国の理念、国家の正統性を
支えるシンボルという文脈でナショナル・ドレスが
必要だったとすると、現在はまさに杉本先生が最後
におっしゃったように、そして森さんが感動なさっ
たように、一方でナショナルなものが相変わらず必

要とされ、それが時に排他的な要素と結びつくこと
があるかと思うと、ファッションとしてはエスニッ
クなものやローカルなものがナショナルをすり抜け
てグローバルなものと直結し連動するという傾向が、
広く見られるようになってきているのかなという印
象も持ちました。この会で現代の装いを考えるにあ
たってはそういう視点を意識しながら、貴志先生が
コメントされたように政治、経済、文化、技術の諸側
面を視野に入れて考えていくことが大事なのだとあ
らためて認識しました。
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ձʣ　それでは、各ご報告者の方に、コメン࢘ֆඒʢ౻ޙ
トの内容について考えたことをお話しいただければ
と思います。

中国服装史のなかに学生装を位置付けて
中山装の由来を明らかにしたい

ཱུྰ๕　ご指摘とコメントをいただき、ありがとう
ございます。補足したいと思います。まずは「日本・
中国・シンガポールを中心に」というサブタイトルを
つけましたが、これは比較研究ではありません。ど
ちらかと言うと、中国側の視点から、なぜ日本の学生
服を受け入れて、またどうやって華僑が集まってい
る社会、集団に伝わっていったのか、その変遷過程や
ルートを明らかにしたかったのです。
　今回の報告では曖昧だったかもしれませんが、最
終的な目的としては、研究背景のなかで申し上げた
ように、これまで中国の側から見た男性の服装史の
なかで見逃されていた学生装、学生服の歴史を明ら
かにすること、つまりこの空白の部分を補足するの
が私の研究の本来の目的です。もう一つ、今回の報
告では時間の都合であまり話ができませんでしたが、
学生装とかなり密接な関係があるとされる中山装に
ついて調べたいということがあります。中山服の由
来についてはさまざまな説がありますが、そのなか
で学生服由来とする説と、東南アジアの何らかの服
装を由来とする説と、二つのルートがあります。いっ
たいどちらが正しいのか、何が変わったのかを検証
したいと考えています。今回なぜシンガポールの
事例を取り入れたのかと言いますと、東南アジアは
いったいどのような服装だったのかを検証してみた

いと考えたからです。実際は、1900～1920年代の間、
少なくともシンガポール、マレーシアで、学生服が学
校の制服として着用されていたことがわかりました。
　先ほど貴志先生がおっしゃったように、中国は広
いので、官と民とをきちんと分けないと全体的に何
が言えるのかが難しくなることは間違いありません。
現段階では、地域ごとに学校の種類もリストにまと
めていますが、まだ分析は進んでいないので、今回は
取り上げられませんでした。しかし本来は、地域ごと
に分析し、また官と民とを分けて論じなければなら
ないと思います。これは今後の課題とします。
　最後に、先ほども少しお話ししましたが、学生装
は中山装との関係性がたいへん大きいと思われます。
学生装は一部の学校の学生に着用されていた制服と
思われていますが、1920年代ごろの中国では、一般
の男性が愛用する服装として、よく新聞記事に出て
おります。つまり学校の制服としてだけではなくて、
学生装は一般の男性の服装としても着られていたこ
とがわかりました。そこからさらに中山装に変わっ
たとする説があるので、中国側の学生装は、日本の学
校の制服とは異なる点があると思います。
ढ़　もっと研究してほしいなと思う点は、服ࢤو
をどうやって作って、それがどう流通しているかと
いうところです。ただ「こういう衣装がありました」
ということだけではなくて、誰がデザインして、原材
料はどこから取ってきて、製品としてどう作ったか
という部分がわかると、もう少し話もいろいろな展
開があると思います。そこで華僑資本も重要な意味
をもったということになってくるかと思います。
　私が中国だけでやったらいいというのは、現在に

応答・ディスカッション
●討論参加者

劉 玲芳（大阪大学）／貴志 俊彦（京都大学）／小形 道正（京都服飾文化研究財団）／杉本 星子（京都文教大学）

●司会

後藤 絵美（東京大学）
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至るまでの中山装を含めて、一つの象徴性があるか
らです。まさに学生装については、1990年代以降の
中国はみんな体操服、ジャージなんですね。そうい
う点で、中国人にとって学生服がどのような意味合
いを持っていて、どんな意識で着用されているのか
ということがわかってくると思います。そういった
点では、1920年代で話を止めるのではなくて、学生
装にしてもそうですが、どのように作って、どのよう
に流通させて、その製品が中国国内だけではなく海
外にも輸出されていて、という話にすると、もっとグ
ローバルな視点が活かされていくのではないかと思
います。
貴志先生のコメントは、装いに関心を抱く私　౻ޙ
たち皆に響くものだと思います。続いて小形さん、お
願いします。

現代日本における衣服の問題が
顕著に見えるのが着物

খܗಓਖ਼　貴志先生が言われたように、作る時代と
いうのは同時に作り替える時代だったということを、
もう少し強調する必要があると思いました。鶴見俊
輔さんも同じことを言っているわけですし、やはり
そうだなとあらためて思いました。
　また、デザインについて記述することは、たしかに
必要だと感じています。1970年代半ばぐらいに「辻
が花ブーム」がおこったりしているので、もう少し着
物の模様の付け方、その具体的な変化みたいなもの
まで言えると厚みがある記述になっていくのかなと
思います。
　そのとき、その変化をどのようにして明らかにし
ていくのかということが、大きな問題になってくる
と思います。そこはもしかすると社会学ではなくな
るというか、より学芸員っぽく、対象との距離を縮
めた記述をしなければならないかなと感じています。
このことは記述の仕方、変化の基準の確定もふまえ
て、今後の課題にしたいと思います。
　森先生が言われたことに関しては、まずはコスプ
レというのは、外国人が日本的なものを見る、ある
いは日本人が外国的なものを見るという感じがあ
る。だからコスプレというものがあると思いますが、
日本人が日本人ではないというか、日本人だからと
いって着物のことあるいは日本のことを、外国人と
同じようにほとんど知らないのではないかと、どこ
かで思うことがあります。たとえば、先ほど申し上げ

たように、着物の季節感とかもまったく関係ない状
態になっている。着物ですと基本的に季節があって、
帯はこう揃えるということがあると思いますが、そ
ういうことをあまり感じないということがあります。
こうした状況は、着物にだけというより、着物により
顕著に現在の衣服の問題、現代社会の問題があらわ
れているのではないかなと私は思っています。

着物をめぐるナショナルな視点
─今後の研究課題

খܗ　ナショナルな問題、民族主義的な問題につい
ては、帯谷先生が言われた「伝統」というところと結
びつく部分もあると思います。基本的に、和服という
言葉自体が近代的な言葉であると思います。みてい
ると、「着物は日本人の○○だから」といった言説は
かなり昔からあって、これも戦前からみうけられま
す。一方で、1960年代を過ぎた頃から、和服○○協会
といったさまざまな団体が誕生したこともたしかだ
と思います。まだきちんと調べていないので、明確な
ことは言えませんが、これは政治とも関連していて、
議員方の和装振興議員連盟といった団体もあったと
思います。今回の私の発表ですと、ナショナルな視点
みたいなものは抜けているとは思いますが、それは
けっこう言われていることでもあるので、あまり意
識していないところもあるのかなと思います。
　着物について海外で展覧会をやっても、外国人が
着物を着ると文化的盗用として「そういうことはよく
ない」みたいなかたちで中止運動が起こるということ
もあります。でも、そこは私のなかでは、同じような
企画が行われていても、炎上したりしない場合がある
ので、むしろその基準や炎上の過程に興味があります
ね。また逆に、日本人の日本らしさとは一体どこにあ
るのかということについて疑問に思います。そのあた
りから、あまり関心がないと言えば関心がないのかも
しれないし、意識していないと言えば意識していない
のかなと思います。そこはもう少し、今後進めていく
うちに問題意識が出てくるかもしれません。

着物のリサイクルをめぐる現状と
「手仕事」と「記憶」

খܗ　リサイクルの産業にどのぐらいの規模がある
のかについては調べられてないので、きちんとした
ことは言えませんが、とくに銘仙などを着るのは多
いというか、ブームになったりしていました。しかし
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結局、銘仙を着るとか集めるみたいなものも、大正ロ
マンのコスプレみたいな感じで取り上げられていた
ように思います。
　こうしたものも含めて、現在は手仕事への関心と
いうのが、かなり話題を占めているように思います。
ファッションでたとえば展覧会の企画を考えるとき
に、よくやりがちな企画としては、手仕事を含むマテ
リアルへの注目や、そこに「記憶」といった要素を付
与したりというのが─あまりいい言い方になって
いないかもしれませんが、それが大変多い。ブランド
なども、手仕事とか人の記憶の問題みたいなものを
押してくることがありますが、それを言うというこ
とは、それほどいまの社会から失われており、それほ
どまでに遠いからこそ謳わないといけないのかなと
私は感じてしまいます。だから、そうした現状自体を
含めて一度考えてみることがおもしろいのではない
かと思います。

「制服」と「コスプレ」が
今後の衣服を考える際のキーワードに

ਿຊࢠ　森先生が言われた日本の認証制度との比
較に関連して、Kanchipuramなどはある意味で行き
詰まりもありますが、ちょっと気になっているのが
Banarasiです。中国のものが入ってほとんど崩壊し
ているところで、認証制度に意味があったのかどう
か、このあたりはもう少しきちんと検証したいと思
います。それから貴志先生がおっしゃった裁判につ
いても、お墨付きを与えるということは利害関係を
生むし、生産や販売の現場では非常に重要ですから、
おそらく裁判などもあると思いますので、そのあた
りも調べてみたいと思います。
　今日お二人の話を聞かせていただいて、制服はと
てもおもしろいテーマだと思いました。大学のすぐ
そばに小学校があります。少子化で三つの小学校と
中学校一つが統合されて小中一貫校ができたとたん
に制服になりました。それまで京都の公立小学校は
制服はなかったのです。だから小学生が制服を買わ
なければいけなくなって、貧しい子もいるのでなか
なかたいへんです。でも可愛い制服なので、子どもた
ちはすごく喜んでいます。制服というのは何だろう
ということは、興味深いテーマです。とくに現在コス
プレでも制服を着ますから小形さんのテーマとも絡
んできますし、すごく興味深いと思っています。
　小形さんのお話もおもしろくて、最後に洋服レン

タルの話がありましたが、結局は衣服を着るという
行為そのものがコスプレになっているのではないか
という大きな問題提起だと思います。先ほど帯谷さ
んがおっしゃったように、21世紀の服を考えるとき
のキーワードなんだろうなと思います。
　この前、西陣の職人さんと話をしていたら、古着が
じつはすごくたくさん出てきているそうです。そし
て出てくる古着というのは、シルクの質が違うんで
すね。現在の新しい、品種改良したいいシルクだと硬
くて重たいシルクですが、古着でたくさん出てきた
のは、大正時代などに普通に着ていたものなので、細
くて柔らかいシルクで、着直すのにも耐え得るシル
クだけれども、その量は限られているので、もう少し
したら枯渇するだろうということでした。そうして
古着すらなくなったときにどうなるのかというあた
りも、ぜひ今後調べていただけたら、おもしろいのか
なと思います。いろいろありがとうございました。
フϩΞ͔Β　私はまったくの門外漢で、専門は哲学
です。服というものは実際にあるもので、目の前に
あって、歴史性があって、着られたり、着られなく
なったりというのがあるなかで出てきているものだ
なということを、具体的な事例でみなさん探求され
ておられて、すごく勉強になりました。たとえば認証
制度の話でも、作り方が変わると質が変わるという
ことで、ある種、お墨付きを与えようとしても、かつ
てと同じものではないわけですね。先ほどの西陣の
話もそうですが、そういったなかで新しく作られて
いく伝統というものはどういったものだろうかとか、
先ほど貴志先生がおっしゃった四つの視点から総合
的に現在の服飾文化を見ていく必要があるので、た
いへん勉強になりました。ありがとうございました。
ナショナリズムや伝統というのは、ある程度　౻ޙ
研究がされてきて語り尽くされてきた感があるか
と思っていましたが、帯谷さんが趣旨説明でおっ
しゃったように、21世紀のいまこそまた新たに取り
組める課題なのかもしれないと、皆さんのお話をう
かがっていて思いました。今日はありがとうござい
ました。
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ワークショップ

装いと規範 第３回

日時 ：2020年2月10日（月）13 :30－17:30

場所：京都大学東南アジア地域研究研究所
　　　稲盛財団記念館2階213号室（セミナー室）

プログラム

13:30-13:40  趣旨説明

帯谷 知可（京都大学東南アジア地域研究研究所）／後藤 絵美（東京大学東洋文化研究所）

13:40-16:40  報告
報告１

アジアにおける学生服──日本・中国・シンガポールを中心に
劉 玲芳（大阪大学日本語日本文化教育センター）

報告２

衣服をめぐる人間との関係──現代社会における和服の変容より
小形 道正（京都服飾文化研究財団）

報告３
グローバル経済とナショナル・ドレスのファッション・トレンド

──インド・ウエスタンとGIプロダクト・サリーをめぐって
杉本 星子（京都文教大学総合社会学部）

16:40-17:00  コメント
貴志 俊彦（京都大学東南アジア地域研究研究所）／森 理恵（日本女子大学家政学部）／帯谷 知可

17:00-17:30 

ディスカッション

主　催： ＊新学術領域研究「グローバル関係学」（グローバル秩序の溶解と新しい危機を超えて─関係性中心の融合型人文社
 　会科学の確立）研究計画B01「規範とアイデンティティ─社会的紐帯とナショナリズムの間」（研究代表者：酒井啓子）

共　催： ＊京都大学東南アジア地域研究研究所CIRAS共同利用・共同研究「中央ユーラシアのムスリム地域社会における家族 
　と規範」（2019年度、研究代表者：磯貝真澄）

付録
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